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【1】医薬品・医療機器等安全性情報 No.256 

 

詳細は厚生労働省HPをご参照下さい。  

http://www1.mhlw.go.jp/kinkyu/iyaku_j/iyaku_j/anzenseijyouhou/256.pdf

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 



 



 



 



 



 
 
 
 
 
 
 



【２】 添付文書の改訂 
           …メーカー通知より 

 【２】－１ 今回改訂の医薬品 

 【効能・効果（使用上の注意）】 

 ･ アクトス錠15mg 

 【用法・用量】 

 ･ アクトス錠15mg 

 ･ ロイスタチン注8mg 

 【用法・用量（使用上の注意）】 

 ･ アクトス錠15mg 

 ･ プログラフカプセル0.5mg、1mg、注射液5mg、
〔試〕グラセプターカプセル0.5mg、1mg（科限） 

 【相互作用（併注）】 

 ･ セレニカR顆粒40%、錠200mg(院外)、
400mg(院外) 

 ･ ミカルディス錠40mg 

 ･ アクトス錠15mg 

 ･ プログラフカプセル0.5mg、1mg、注射液5mg、
〔試〕グラセプターカプセル0.5mg、1mg（科限） 

   ･ ベタフェロン皮下注 

 【重大な副作用】 

 ･ ミカルディス錠40mg 

 ･ アクトス錠15mg 

 ･ アロマシン錠25mg（院外） 

 ･ ベタフェロン皮下注 

 【副作用】 

 ･ プログラフカプセル0.5mg、1mg、注射液5mg、
〔試〕グラセプターカプセル0.5mg、1mg（科限） 

  
  
  
  
  



 
【２】－２ 添付文書改訂の内容 

 ●：指導による改訂○：自主改訂 

 

117  精神神経用剤 

 

セレニカR顆粒40%、錠200mg(院外)、400mg(院

外) 

 

【相互作用（併注）】 

○(追)ラモトリギン 

臨床症状・措置方法 

上記薬剤の消失半減期が約2倍延長するとの報

告がある。  

機序・危険因子 

肝におけるグルクロン酸抱合が競合する。 

 

214 血圧降下剤 

 
ミカルディス錠40mg 

【相互作用（併注）】 

○(追)アンジオテンシン変換酵素阻害剤  

臨床症状・措置方法 

急性腎不全を含む腎機能障害を起こすおそれ

があるので、併用する場合には腎機能について

十分に観察すること。 

機序・危険因子 

機序不明 

 

【重大な副作用】 

●(追)7.アナフィラキシー様症状（頻度不明）  

呼吸困難、血圧低下、喉頭浮腫等が症状として

あらわれることがあるので、観察を十分に行い、

異常が認められた場合には、投与を中止し、適

切な処置を行うこと。 

 

396 糖尿病用剤 

 
アクトス錠15mg 

【効能・効果（使用上の注意）】 

○(追)(4)食事療法、運動療法に加えてビグアナ

イド系薬剤を使用 

【用法・用量】 

○(追)2.食事療法、運動療法に加えてインスリン

製剤を使用する場合 

通常、成人にはピオグリタゾンとして15mgを1日1

回朝食前又は朝食後に経口投与する。なお、性

別、年齢、症状により適宜増減するが、30mgを

上限とする。 

【用法・用量（使用上の注意）】 

○(追)3.インスリンとの併用時においては、浮腫

が多く報告されていることから、1日1回15mgから

投与を開始すること。本剤を増量する場合は浮

腫及び心不全の症状・徴候を十分に観察しなが

ら慎重に行うこと。ただし、1日量として30mgを超

えないこと。 

 

【相互作用（併注）】 

○(改)1.糖尿病用薬と併用した際に低血糖症状

を発現するおそれがあるので併用時には低用

量から投与を開始するなど慎重に投与するこ

と。 

 

【重大な副作用】 

○(追)1.心不全が増悪あるいは発症することが

あるので、投与中は観察を十分に行い、浮腫、

急激な体重増加、心不全症状・徴候（息切れ、

動悸、心胸比増大、胸水等）がみられた場合に

は投与を中止し、ループ利尿剤等を投与するな

ど適切な処置を行うこと。特に心不全発症のお



それのある心疾患の患者に投与する際やインス

リンと併用する際には、心不全の徴候に注意す

ること。 

2.循環血漿量の増加によると考えられる浮腫

（7.5％、98/1,308例）があらわれることがあるの

で、観察を十分に行い、浮腫が認められた場合

には、減量あるいは中止するなど適切な処置を

行うこと。これらの処置によっても症状が改善し

ない場合には、必要に応じてループ利尿剤（フロ

セミド等）の投与等を考慮すること。なお、女性

やインスリン併用時、糖尿病性合併症例におい

て浮腫の発現が多くみられており本剤を1日1回

30mgから45mgに増量した後に浮腫が発現した

例も多くみられている。これらの症例にあっては

浮腫の発現に特に留意すること。 

4.他の糖尿病用薬との併用で、低血糖症状（0.1

～5％未満）があらわれることがある。低血糖症

状が認められた場合、本剤あるいは併用してい

る糖尿病用薬を一時的に中止するかあるいは

減量するなど慎重に投与すること。また、本剤の

投与により低血糖症状が認められた場合には

通常はショ糖を投与するが、α-グルコシダーゼ

阻害剤との併用により低血糖症状が認められた

場合にはブドウ糖を投与すること。なお、低血糖

症状はインスリン併用時に多くみられている。 

 

399 他に分類されない代謝性医薬

品 

 

プログラフカプセル0.5mg、1mg、注射液5mg、 

〔試〕グラセプターカプセル0.5mg、1mg（科限） 

【用法・用量（使用上の注意）】 

○(追)3.他の免疫抑制剤との併用により、過度

の免疫抑制の可能性があるため注意すること。

特に、臓器移植において3剤あるいは4剤の免疫

抑制剤を組み合わせた多剤免疫抑制療法を行

う場合には、本剤の初期投与量を低く設定する

ことが可能な場合もあるが、移植患者の状態及

び併用される他の免疫抑制剤の種類・投与量等

を考慮して調節すること。 

4.肝移植、腎移植及び骨髄移植では、市販後の

調査において、承認された用量に比べ低用量を

投与した成績が得られているので、投与量設定

の際に考慮すること。 

注射液のみ 

輸液ポンプ使用時:本剤の投与には、シリンジポ

ンプ又は流量制御方式の輸液ポンプを使用する

ことが望ましい。なお、滴下制御方式の輸液ポン

プを使用すると、ポンプの設定値より実際の液

量が少なくなるとの報告があるので、正確な投

与を行うには、適正な流量に補正する必要があ

る。［本剤の添加物であるポリオキシエチレン硬

化ヒマシ油60の界面活性作用により、点滴筒内

の一滴の大きさが小さくなると考えられる。 

 

【相互作用（併注）】 

○(追)エプレレノン 

臨床症状・措置方法 

血清カリウム値が上昇する可能性があるので、

血清カリウム値を定期的に観察するなど十分に

注意すること。  

機序・危険因子 

本剤と相手薬の副作用が相互に増強される。 

  

【副作用】 

○(改)移植領域  

承認時までの臨床試験及び市販後の調査にお

いて、本剤（経口剤・注射剤）を投与した肝移植

症例808例、骨髄移植における移植片対宿主病

の治療症例236例、骨髄移植における拒絶反応

及び移植片対宿主病の予防症例482例及び腎

移植症例1,978例での主な副作用・臨床検査値



異常は、感染症、腎障害、高血糖、肝機能異常、

高尿酸血症、高カリウム血症であった。なお、承

認時までの移植領域における臨床試験におい

て、本剤の投与を中止するに至った主な副作

用・臨床検査値異常は、腎障害、高血糖及び胸

痛であった。腎機能検査値異常のうち、クレアチ

ニン上昇及びBUN上昇の多くは本剤投与4週間

以内に出現した。（肝移植・骨髄移植・腎移植再

審査結果通知：2008年12月）  

国内における心移植、肺移植及び膵移植での

臨床成績は得られていない。（効能・効果追加

時：2005年1月） 

 

 

429 その他の腫瘍用薬 

 
アロマシン錠25mg(院外) 

【重大な副作用】 

●(追)肝炎（頻度不明注）、肝機能障害（頻度不

明注）、黄疸（頻度不明注）肝炎、AST（GOT）、

ALT（GPT）、Al-P、γ-GTP等の上昇を伴う肝機

能障害、黄疸があらわれることがあるので、観

察を十分に行い、異常が認められた場合には投

与を中止し適切な処置を行うこと。 

 

ロイスタチン注8mg 

【用法・用量】 

○(追)ヘアリーセル白血病 

通常、成人にはクラドリビンとして、1日量

0.09mg/kgの7日間持続点滴静注を1コースとす

る。 

再発再燃又は治療抵抗性の低悪性度又はろ胞

性B細胞性非ホジキンリンパ腫、マントル細胞リ

ンパ腫 

1)7日間持続点滴静注 

通常、成人にはクラドリビンとして、1日量

0.09mg/kgを7日間持続点滴静注し、3～5週間休

薬する。これを1コースとし、投与を繰り返す。 

2)2時間点滴静注・5日間連日投与 

通常、成人にはクラドリビンとして、1日量

0.12mg/kgを1日1回2時間かけて点滴静注する。

これを5日間連日行い、少なくとも23日間休薬す

る。これを1コースとし、投与を繰り返す。 

 

 

639 その他の生物学的製剤 

ベタフェロン皮下注 

【相互作用（併注）】 

○(追)アンジオテンシン変換酵素阻害剤 

臨床症状・措置方法 

急性腎不全を含む腎機能障害を起こすおそれ

があるので、併用する場合には腎機能について

十分に観察すること。 

機序・危険因子 

機序不明 

 

【重大な副作用】 

●(追)7.アナフィラキシー様症状（頻度不明）  

呼吸困難、血圧低下、喉頭浮腫等が症状として

あらわれることがあるので、観察を十分に行い、

異常が認められた場合には、投与を中止し、適

切な処置を行うこと。 
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項
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1
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-
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レ
ス
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5
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ン
テ
ル
カ
ス
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ト
リ
ウ
ム
5
m
g

①
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管
支
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。

①
気
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。
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。
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Ⅲ
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。

②
ア
レ
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鼻
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鼻
閉
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す
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閉
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く
し
ゃ
み
)を
改
善
す
る
。

○
眠
気
の
副
作
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0
.8
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あ
っ
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。

○
1
日
1
回
投
与
で
あ
る
。

3
常 用
-
ケ
イ
キ
サ
レ
ー

ト
散

ポ
リ
ス
チ
レ
ン
ス

ル
ホ
ン
酸
ナ
ト
リ

ウ
ム

5
g/
包

急
性
お
よ
び
慢
性
腎
不
全
に
よ
る
高
カ
リ
ウ
ム

血
症

①
内
服
1
 日
量
3
0
gを
2
 ～
3
 回
に
分
け
、
そ
の
1
 回
量
を
水
5
0
～
1
5
0
m
L
 に
懸
濁
。

適
宜
増
減
。

②
注
腸
1
 回
3
0
gを
水
ま
た
は
2
 ％
メ
チ
ル
セ
ル
ロ
ー
ス
溶
液
1
0
0
m
L
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注

腸
。
適
宜
増
減
。

○
急
性
お
よ
び
慢
性
腎
不
全
に
よ
る
高
カ
リ
ウ
ム
血
症
に
対
し
て
有
用
性
が
認
め
ら
れ
て

い
る
。
○
本
剤
は
、
簡
便
な
高
カ
リ
ウ
ム
血
症
改
善
剤
で
、
経
口
及
び
注
腸
投
与
が
で
き
る
。

○
本
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交
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日
局
ポ
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チ
レ
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ス
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ン
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カ
ル
シ
ウ
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の
約
2
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動
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験
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ッ
ト
)に
お
い
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の
カ
リ
ウ
ム
低
下
作
用
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約
3
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る
。

カ
リ
メ
ー
ト
散
と
切
替

4
常 用
-
ゾ
フ
ラ
ン
ザ
イ

デ
ィ
ス
4

オ
ン
ダ
ン
セ
ト
ロ

ン
4
m
g

抗
悪
性
腫
瘍
剤
（
シ
ス
プ
ラ
チ
ン
等
）
投
与
に

伴
う
消
化
器
症
状
（
悪
心
、
嘔
吐
）

1
回
4
m
g、
1
日
1
回
。
適
宜
増
量
。

効
果
不
十
分
な
場
合
に
は
、
同
用
量
の
注
射
液
を
投
与
。

錠
剤
が
服
用
し
に
く
い
場
合
や
水
分
摂
取
制
限
が
必
要
な
場
合
に
使
用
す

る
。

○
口
腔
内
速
溶
錠
は
、
イ
チ
ゴ
味
で
、
舌
の
上
で
瞬
時
に
崩
壊
す
る
た
め
、
水
な
し
で
も
服

用
が
可
能
で
あ
る
。

○
崩
壊
性
に
優
れ
た
口
腔
内
速
溶
錠
は
、
嚥
下
力
の
低
下
し
て
い
る
高
齢
者
や
錠
剤
の
服

用
が
困
難
な
患
者
、
水
分
摂
取
制
限
が
必
要
な
患
者
に
適
し
て
い
る
。

ゾ
フ
ラ
ン
錠
4
と
切
替

5
常 用
-
ミ
ヤ
B
M
錠

宮
入
菌
末
2
0
m
g

腸
内
菌
叢
の
異
常
に
よ
る
諸
症
状
の
改
善
1
日
3
～
6
錠
を
3
回
分
割
投
与
。
適
宜
増
減
。

主
成
分
で
あ
る
酪
酸
菌
(宮
入
菌
)は
芽
胞
と
し
て
配
合
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
投
与
後
、
胃

液
や
胆
汁
酸
、
腸
液
、
消
化
酵
素
な
ど
の
影
響
を
受
け
ず
に
腸
に
到
達
す
る
。
そ
の
後
、
芽

胞
が
発
芽
し
栄
養
体
細
胞
と
な
っ
た
酪
酸
菌
(宮
入
菌
)は
腸
管
内
で
増
殖
し
、
有
用
菌
優

位
の
腸
内
菌
叢
を
形
成
す
る
。
さ
ら
に
、
有
害
物
質
産
生
菌
も
し
く
は
腸
管
病
原
性
細
菌
の

発
育
を
阻
止
し
、
腸
内
菌
叢
の
バ
ラ
ン
ス
を
回
復
、
保
持
さ
せ
る
。
臨
床
的
に
は
、
急
性
・
慢

性
下
痢
症
、
便
秘
、
胃
腸
炎
、
消
化
不
良
、
食
中
毒
、
ま
た
抗
生
物
質
や
化
学
療
法
剤
の

投
与
、
あ
る
い
は
消
化
管
手
術
に
伴
う
腸
内
菌
叢
の
異
常
に
か
か
わ
る
諸
症
状
に
対
し
て

有
効
で
あ
る
。
な
お
、
重
篤
な
副
作
用
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。

類
似
薬
の
な
か
で
は
、
一
般
的
に
乳
酸
菌
類
は
強
酸
性
下
の
胃
液
中
に
お
い
て
死
滅
す
る

の
に
対
し
て
、
本
菌
は
ほ
と
ん
ど
影
響
を
受
け
な
い
こ
と
、
抗
生
物
質
投
与
時
に
お
け
る
下

痢
な
ど
の
諸
症
状
に
対
し
て
改
善
効
果
を
示
す
こ
と
、
さ
ら
に
、
本
菌
自
体
の
作
用
の
み
な

ら
ず
、
本
菌
の
主
用
代
謝
産
物
で
あ
る
酪
酸
に
よ
る
腸
粘
膜
萎
縮
改
善
作
用
な
ど
の
特
徴

を
有
す
る
。

6
常 用
-
ユ
リ
ー
フ
錠

4
m
g

シ
ロ
ド
シ
ン
4
m
g

前
立
腺
肥
大
症
に
伴
う
排
尿
障
害

1
回
4
m
gを
1
日
2
回
朝
夕
食
後
。
適
宜
減
量
。

○
前
立
腺
肥
大
症
に
伴
う
排
尿
障
害
を
改
善
す
る
選
択
的
α
1
A
遮
断
薬
で
あ
る
。

○
投
与
早
期
か
ら
優
れ
た
自
覚
症
状
(I
-
P
S
S
)改
善
効
果
を
示
す
。

○
排
尿
症
状
の
改
善
効
果
に
加
え
て
、
蓄
尿
症
状
も
改
善
す
る
。

○
長
期
に
わ
た
っ
て
排
尿
に
関
す
る
Q
O
L
を
改
善
す
る
。

ユ
リ
ー
フ
カ
プ
セ
ル

4
m
gと
切
替

2
常 用
-
グ
レ
ー
ス
ビ
ッ
ト

錠
5
0
m
g

シ
タ
フ
ロ
キ
サ
シ

ン
水
和
物
5
0
m
g

〈
適
応
菌
種
〉

本
剤
に
感
性
の
ブ
ド
ウ
球
菌
属
、
レ
ン
サ
球
菌

属
、
肺
炎
球
菌
、
腸
球
菌
属
、
モ
ラ
ク
セ
ラ
 (
ブ

ラ
ン
ハ
メ
ラ
)・
カ
タ
ラ
ー
リ
ス
、
大
腸
菌
、
シ
ト
ロ

バ
ク
タ
ー
属
、
ク
レ
ブ
シ
エ
ラ
属
、
エ
ン
テ
ロ
バ

ク
タ
ー
属
、
セ
ラ
チ
ア
属
、
プ
ロ
テ
ウ
ス
属
、
モ

ル
ガ
ネ
ラ
・
モ
ル
ガ
ニ
ー
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

菌
、
緑
膿
菌
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ
・
ニ
ュ
ー
モ
フ
ィ
ラ
、

ペ
プ
ト
ス
ト
レ
プ
ト
コ
ッ
カ
ス
属
、
プ
レ
ボ
テ
ラ

属
、
ポ
ル
フ
ィ
ロ
モ
ナ
ス
属
、
フ
ソ
バ
ク
テ
リ
ウ

ム
属
、
ト
ラ
コ
ー
マ
ク
ラ
ミ
ジ
ア
 (
ク
ラ
ミ
ジ
ア
・
ト

ラ
コ
マ
テ
ィ
ス
)、
肺
炎
ク
ラ
ミ
ジ
ア
 (
ク
ラ
ミ
ジ

ア
・
ニ
ュ
ー
モ
ニ
エ
)、
肺
炎
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ

(マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
・
ニ
ュ
ー
モ
ニ
エ
)

〈
適
応
症
〉

①
咽
頭
・
喉
頭
炎
、
扁
桃
炎
 (
扁
桃
周
囲
炎
、

扁
桃
周
囲
膿
瘍
を
含
む
)、
急
性
気
管
支
炎
、

肺
炎
、
慢
性
呼
吸
器
病
変
の
二
次
感
染
②
膀

胱
炎
、
腎
盂
腎
炎
、
尿
道
炎
③
子
宮
頸
管
炎

④
中
耳
炎
、
副
鼻
腔
炎
⑤
歯
周
組
織
炎
、
歯

冠
周
囲
炎
、
顎
炎

【
3
】
新
規
採
用
医
薬
品
一
覧
（
平
成
2
1
年
4
月
）

〔
内
服
薬
〕

○
呼
吸
器
感
染
症
、
耳
鼻
咽
喉
科
領
域
感
染
症
、
尿
路
感
染
症
、
性
感
染
症
、
歯
科
・
口

腔
外
科
領
域
感
染
症
の
主
要
原
因
菌
に
適
し
た
抗
菌
ス
ペ
ク
ト
ル
と
優
れ
た
抗
菌
活
性
を

示
し
た
(i
n
　
vi
tr
o
)。

○
ヒ
ト
血
清
中
濃
度
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
で
優
れ
た
抗
菌
力
を
示
し
た
(i
n
　
vi
tr
o
)。

○
標
的
酵
素
で
あ
る
D
N
A
ジ
ャ
イ
レ
ー
ス
、
ト
ポ
イ
ソ
メ
ラ
ー
ゼ
Ⅳ
の
両
方
に
優
れ
た
阻
害

活
性
を
示
し
た
(i
n
　
vi
tr
o
)。

○
呼
吸
器
感
染
症
に
お
い
て
、
他
剤
無
効
例
に
優
れ
た
臨
床
効
果
を
示
し
た
。

1
回
5
0
m
g 
を
1
日
2
回
。
な
お
、
効
果
不
十
分
例
に
は
、
1
回
1
0
0
m
g 
を
1
日
2

回
。

区
分



商
品
名

一
般
名
規
格

効
能
・
効
果

用
法
用
量

特
記
事
項

切
替
対
象

7
患 限
-
エ
ク
ジ
ェ
イ
ド
懸

濁
用
錠
1
2
5
m
g
デ
フ
ェ
ラ
シ
ロ
ク

ス
1
2
5
m
g

輸
血
に
よ
る
慢
性
鉄
過
剰
症
（
注
射
用
鉄
キ

レ
ー
ト
剤
治
療
が
不
適
当
な
場
合
）

2
0
m
g/
kg
を
１
日
１
回
、
水
1
0
0
m
L
以
上
で
用
時
懸
濁
し
、
空
腹
時
に
経
口
投

与
。
１
日
量
は
3
0
m
g/
kg
を
超
え
な
い
こ
と
。

○
3
価
の
鉄
に
高
い
選
択
性
を
示
す
3
座
キ
レ
ー
ト
剤
で
あ
り
、
銅
や
亜
鉛
な
ど
の
2
価
の
金

属
に
比
し
高
い
親
和
性
を
有
す
る
。

○
ラ
ッ
ト
、
ス
ナ
ネ
ズ
ミ
、
マ
ー
モ
セ
ッ
ト
に
お
い
て
、
肝
臓
・
心
臓
・
網
内
系
細
胞
か
ら
の
鉄

除
去
作
用
が
示
さ
れ
て
い
る
。

○
用
量
依
存
的
な
鉄
排
泄
効
果
を
示
し
、
2
0
m
g/
kg
/
日
で
血
清
フ
ェ
リ
チ
ン
を
低
下
さ
せ

る
。
○
半
減
期
が
約
1
0
～
2
0
時
間
と
長
い
た
め
、
1
日
1
回
の
経
口
投
与
に
よ
り
持
続
的
な
鉄
排

泄
効
果
を
発
揮
す
る
。

8
患 限
-
サ
レ
ド
カ
プ
セ

ル
1
0
0

サ
リ
ド
マ
イ
ド
1
0
0
m
g

再
発
又
は
難
治
性
の
多
発
性
骨
髄
腫

１
日
１
回
1
0
0
m
gを
就
寝
前
。
１
日
4
0
0
m
gを
超
え
な
い
こ
と
。

○
再
発
又
は
難
治
性
の
多
発
性
骨
髄
腫
(治
療
後
に
再
発
又
は
少
な
く
と
も
1
つ
の
標
準
的

な
治
療
が
無
効
)に
、
効
果
が
期
待
で
き
る
薬
剤
で
あ
る
。

○
本
剤
は
経
口
剤
で
あ
り
、
外
来
で
の
投
与
も
可
能
で
あ
る
。
注
射
剤
に
比
べ
入
院
の
必

要
性
は
低
く
な
る
。

○
再
発
又
は
難
治
性
の
多
発
性
骨
髄
腫
に
対
し
て
行
わ
れ
た
国
内
臨
床
試
験
に
お
い
て
、

本
剤
単
独
投
与
で
3
2
.4
%
(1
2
例
/
3
7
例
)の
寛
解
率
(M
R
以
上
)が
認
め
ら
れ
た
。

9
患 限
医
師
限
定
チ
ャ
ン
ピ
ッ
ク
ス

錠
0
.5
m
g

0
.5
m
g

1
0
患 限
医
師
限
定
チ
ャ
ン
ピ
ッ
ク
ス

錠
1
m
g

1
m
g

1
1
患 限
-
ノ
ベ
ル
ジ
ン
カ
プ

セ
ル
5
0
m
g
酢
酸
亜
鉛
水
和

物
5
0
m
g

ウ
ィ
ル
ソ
ン
病
（
肝
レ
ン
ズ
核
変
性
症
）
1
回
5
0
m
gを
1
日
3
回
。
最
大
投
与
量
は
1
日
2
5
0
m
g（
1
回
5
0
m
gを
1
日
5
回
）
。

6
歳
以
上
の
小
児
に
は
、
1
回
2
5
m
gを
1
日
3
回
。

1
歳
以
上
6
歳
未
満
の
小
児
に
は
、
1
回
2
5
m
gを
1
日
2
回
。

な
お
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
食
前
1
時
間
以
上
又
は
食
後
2
時
間
以
上
あ
け
る

こ
と
。

○
ウ
ィ
ル
ソ
ン
病
に
適
応
を
有
す
る
本
邦
で
は
じ
め
て
の
銅
吸
収
阻
害
剤
で
あ
る
。

○
銅
に
強
い
キ
レ
ー
ト
作
用
を
持
つ
メ
タ
ロ
チ
オ
ネ
イ
ン
の
腸
管
粘
膜
細
胞
で
の
生
成
を
誘

導
す
る
。
生
成
さ
れ
た
メ
タ
ロ
チ
オ
ネ
イ
ン
が
、
食
物
よ
り
吸
収
さ
れ
て
く
る
銅
と
結
合
し
て
腸

管
粘
膜
細
胞
内
に
留
め
、
腸
管
粘
膜
細
胞
の
脱
落
に
伴
っ
て
メ
タ
ロ
チ
オ
ネ
イ
ン
結
合
洞
が

糞
便
中
に
排
出
さ
れ
る
。

○
長
期
投
与
で
の
効
果
の
減
弱
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
3
7
例
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
病
患
者
に

4
8
週
間
経
口
投
与
し
た
と
こ
ろ
、
主
用
評
価
項
目
で
あ
る
A
L
T
(G
P
T
)は
投
与
開
始
前

4
2
IU
/
L
、
投
与
4
週
間
後
以
降
は
3
0
～
4
0
IU
/
L
の
間
で
安
定
に
推
移
し
た
。

○
ウ
ィ
ル
ソ
ン
病
治
療
剤
と
し
て
、
は
じ
め
て
小
児
の
効
能
・
効
果
、
用
法
・
用
量
を
取
得
し
、

妊
婦
に
対
し
て
も
投
与
量
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
取
得
し
た
薬
剤
で
あ
る
。

1
2
患 限
-
ピ
レ
ス
パ
錠

2
0
0
m
g

プ
ル
フ
ェ
ニ
ド
ン
2
0
0
m
g

特
発
性
肺
線
維
症

1
回
2
0
0
m
gを
1
日
3
回
（
1
日
6
0
0
m
g）
食
後
に
経
口
投
与
し
，
患
者
の
状
態
を

観
察
し
な
が
ら
1
回
量
を
2
0
0
m
gず
つ
漸
増
し
，
1
回
6
0
0
m
g（
1
日
1
8
0
0
m
g）
ま

で
増
量
。

適
宜
増
減
。

○
突
発
性
肺
線
維
症
に
対
し
て
世
界
で
初
め
て
承
認
を
取
得
し
た
抗
線
維
化
剤
で
あ
る
。

○
炎
症
性
サ
イ
ト
カ
イ
ン
、
抗
炎
症
サ
イ
ト
カ
イ
ン
等
の
各
種
サ
イ
ト
カ
イ
ン
及
び
線
維
化
形

成
に
関
与
す
る
増
殖
因
子
に
対
す
る
産
生
調
節
作
用
、
線
維
芽
細
胞
増
殖
抑
制
作
用
や
コ

ラ
ー
ゲ
ン
産
生
抑
制
作
用
等
複
合
的
な
作
用
に
基
づ
き
抗
線
維
化
作
用
を
示
す
。
(マ
ウ

ス
、
in
　
vi
tr
o
)

○
免
疫
抑
制
作
用
は
弱
い
(マ
ウ
ス
)

○
第
Ⅲ
相
試
験
に
お
い
て
、
プ
ラ
セ
ボ
に
比
べ
て
肺
活
量
の
低
下
を
抑
制
し
た
。

1
3
患 限
-
ベ
ラ
サ
ス
L
A
錠

6
0
μ
g

ベ
ラ
プ
ロ
ス
ト
ナ

ト
リ
ウ
ム

6
0
μ
g

肺
動
脈
性
肺
高
血
圧
症

1
日
1
2
0
μ
gを
2
回
に
分
け
て
朝
夕
食
後
。
適
宜
増
減
。

最
大
1
日
3
6
0
μ
gま
で
と
し
、
2
回
に
分
け
て
朝
夕
食
後
投
与
。

○
W
H
O
機
能
分
類
ク
ラ
ス
Ⅰ
～
Ⅳ
の
肺
動
脈
性
肺
高
血
圧
症
(原
発
性
肺
高
血
圧
症
や
膠

原
病
に
伴
う
肺
高
血
圧
症
な
ど
)治
療
薬
で
あ
る
。

○
世
界
初
の
経
口
プ
ロ
ス
タ
サ
イ
ク
リ
ン
(P
G
I2
)誘
導
体
徐
放
性
製
剤
で
あ
り
、
1
日
2
回
投

与
で
有
効
性
が
認
め
ら
れ
る
。

○
肺
動
脈
血
管
拡
張
作
用
(i
n
　
vi
tr
o
)、
血
小
板
凝
集
抑
制
作
用
(i
n
　
vi
tr
o
、
e
x　
vi
tr
o
)、

肺
動
脈
血
管
平
滑
筋
細
胞
の
増
殖
抑
制
作
用
(i
n
　
vi
tr
o
)の
3
つ
の
作
用
を
有
す
る
肺
動
脈

性
肺
高
血
圧
治
療
薬
で
あ
る
。

○
運
動
耐
容
能
(6
分
間
歩
行
距
離
)及
び
肺
血
行
動
態
(平
均
肺
動
脈
圧
)を
改
善
す
る
。

区
分

デ
メ
チ
ル
ク
ロ
ル

テ
ト
ラ
サ
イ
ク
リ

ン
塩
酸
塩
1
5
0
m
g

＜
適
応
菌
種
＞

デ
メ
チ
ル
ク
ロ
ル
テ
ト
ラ
サ
イ
ク
リ
ン
に
感
性
の

ブ
ド
ウ
球
菌
属
、
レ
ン
サ
球
菌
属
、
肺
炎
球

菌
、
腸
球
菌
属
、
淋
菌
、
炭
疽
菌
、
大
腸
菌
、

ク
レ
ブ
シ
エ
ラ
属
、
プ
ロ
テ
ウ
ス
属
、
モ
ル
ガ
ネ

ラ
・
モ
ル
ガ
ニ
ー
、
プ
ロ
ビ
デ
ン
シ
ア
属
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
菌
、
軟
性
下
疳
菌
、
百
日
咳
菌
、

野
兎
病
菌
、
ガ
ス
壊
疽
菌
群
、
ワ
イ
ル
病
レ
プ

ト
ス
ピ
ラ
、
リ
ケ
ッ
チ
ア
属
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
属
、
肺

炎
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
（
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
・
ニ
ュ
ー

モ
ニ
エ
）

＜
適
応
症
＞

表
在
性
皮
膚
感
染
症
、
深
在
性
皮
膚
感
染

症
、
リ
ン
パ
管
・
リ
ン
パ
節
炎
、
慢
性
膿
皮
症
、

乳
腺
炎
、
骨
髄
炎
、
咽
頭
・
喉
頭
炎
、
扁
桃

炎
、
急
性
気
管
支
炎
、
肺
炎
、
肺
膿
瘍
、
慢
性

呼
吸
器
病
変
の
二
次
感
染
、
膀
胱
炎
、
腎
盂

腎
炎
、
尿
道
炎
、
淋
菌
感
染
症
、
軟
性
下
疳
、

性
病
性
（
鼠
径
）
リ
ン
パ
肉
芽
腫
、
子
宮
内
感

染
、
涙
の
う
炎
、
外
耳
炎
、
中
耳
炎
、
副
鼻
腔

炎
、
猩
紅
熱
、
炭
疽
、
百
日
咳
、
野
兎
病
、
ガ

ス
壊
疽
、
ワ
イ
ル
病
、
発
疹
チ
フ
ス
、
発
疹
熱
、

つ
つ
が
虫
病

レ
ダ
マ
イ
シ
ン
の
抗
菌
ス
ペ
ク
ト
ル
は
他
の
テ
ト
ラ
サ
イ
ク
リ
ン
系
抗
生
物
質
と
同
様
で
あ
る

が
、
抗
菌
作
用
は
強
く
、
よ
り
安
定
で
、
胃
腸
管
か
ら
の
吸
収
も
よ
く
、
血
中
濃
度
を
長
時
間

持
続
す
る
。

-
レ
ダ
マ
イ
シ
ン
カ

プ
セ
ル

1
日
4
5
0
～
6
0
0
m
gを
2
～
4
回
。

適
宜
増
減
。

1
4
患 限

バ
レ
ニ
ク
リ
ン
酒

石
酸
塩

ニ
コ
チ
ン
依
存
症
の
喫
煙
者
に
対
す
る
禁
煙

の
補
助

第
1
～
3
日
目
は
0
.5
m
gを
1
日
1
回
食
後
、
第
4
～
7
日
目
は
0
.5
m
gを
1
日
2
回

朝
夕
食
後
、
第
8
日
目
以
降
は
1
m
gを
1
日
2
回
朝
夕
食
後
。

投
与
期
間
は
1
2
週
間
。

○
新
し
い
作
用
機
序
に
基
づ
く
、
日
本
で
初
め
て
の
ニ
コ
チ
ン
を
含
ま
な
い
経
口
禁
煙
補
助

薬
で
あ
る
。

○
優
れ
た
禁
煙
率
を
示
す
。

○
喫
煙
に
よ
り
得
ら
れ
る
満
足
感
を
抑
制
す
る
。

○
禁
煙
に
伴
う
離
脱
症
状
及
び
タ
バ
コ
に
対
す
る
切
望
感
を
軽
減
す
る
。



商
品
名

一
般
名
規
格

効
能
・
効
果

用
法
用
量

特
記
事
項

切
替
対
象

1
5
患 限
-
レ
ク
シ
ヴ
ァ
錠

7
0
0

ホ
ス
ア
ン
プ
レ
ナ

ビ
ル
カ
ル
シ
ウ

ム
水
和
物
7
0
0
m
g

H
IV
感
染
症

必
ず
他
の
抗
H
IV
薬
と
併
用
す
る
こ
と
。

①
抗
H
IV
薬
の
治
療
経
験
が
な
い
患
者

本
剤
1
回
7
0
0
m
gと
リ
ト
ナ
ビ
ル
1
回
1
0
0
m
gを
そ
れ
ぞ
れ
1
日
2
回
併
用
投
与

本
剤
1
回
1
4
0
0
m
gと
リ
ト
ナ
ビ
ル
1
回
1
0
0
m
g又
は
2
0
0
m
gを
そ
れ
ぞ
れ
1
日
1

回
併
用
投
与

本
剤
1
回
1
4
0
0
m
gを
1
日
2
回
投
与

②
 H
IV
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
阻
害
剤
の
投
与
経
験
が
あ
る
患
者

本
剤
1
回
7
0
0
m
gと
リ
ト
ナ
ビ
ル
1
回
1
0
0
m
gを
そ
れ
ぞ
れ
1
日
2
回
併
用
投
与

○
H
IV
の
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
を
特
異
的
に
阻
害
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
増
殖
を
抑
制
す
る
。

○
ア
ン
プ
レ
ナ
ビ
ル
(A
P
V
)の
プ
ロ
ド
ラ
ッ
グ
で
あ
り
、
1
日
の
服
薬
剤
数
を
4
錠
ま
た
は
2
錠

(リ
ト
ナ
ビ
ル
)2
ｶ
ﾌ
ﾟｾ
ﾙ
併
用
時
)に
低
減
し
た
。

○
単
独
も
し
く
は
リ
ト
ナ
ビ
ル
と
の
併
用
で
,1
日
1
回
も
し
く
は
1
日
2
回
の
服
薬
が
可
能
で
あ

り
、
ま
た
、
食
事
の
影
響
も
受
け
な
い
た
め
に
、
抗
H
IV
療
法
で
重
要
と
さ
れ
て
い
る
服
薬
ア

ド
ヒ
ラ
ン
ス
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

○
海
外
で
実
施
さ
れ
た
未
治
療
の
H
IV
感
染
者
を
対
象
と
し
た
臨
床
試
験
に
お
い
て
、
本
剤

単
独
も
し
く
は
リ
ト
ナ
ビ
ル
と
の
併
用
療
法
を
ネ
ル
フ
ィ
ナ
ビ
ル
(N
F
V
)と
比
較
し
た
と
こ
ろ
、

同
様
の
抗
ウ
イ
ル
ス
効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。

1
6
科 限

腫
瘍
内
科

腎
臓
外

科
・
泌
尿

器
科

ス
ー
テ
ン
ト
カ
プ

セ
ル
1
2
.5
m
g
ス
ニ
チ
ニ
ブ
リ
ン

ゴ
酸
塩

1
2
.5
m
g

イ
マ
チ
ニ
ブ
抵
抗
性
の
消
化
管
間
質
腫
瘍

根
治
切
除
不
能
又
は
転
移
性
の
腎
細
胞
癌
1
日
1
回
5
0
m
gを
4
週
間
連
日
、
そ
の
後
2
週
間
休
薬
す
る
。
こ
れ
を
1
コ
ー
ス
と

し
て
投
与
を
繰
り
返
す
。
適
宜
減
量
。

○
複
数
の
P
T
K
(受
容
体
チ
ロ
シ
ン
キ
ナ
ー
ゼ
)を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
新
規
の
キ
ナ
ー
ゼ
阻

害
剤
で
あ
る
。

○
1
日
1
回
の
経
口
投
与
で
治
療
が
可
能
で
あ
る
。

○
イ
マ
チ
ニ
ブ
抵
抗
性
消
化
管
間
質
腫
瘍
(G
IS
T
)患
者
に
有
用
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
(国

内
・
海
外
臨
床
試
験
)。

○
サ
イ
ト
カ
イ
ン
未
治
療
・
既
治
療
の
進
行
性
腎
細
胞
癌
(R
C
C
)患
者
に
有
用
性
が
認
め
ら

れ
て
い
る
(国
内
・
海
外
臨
床
試
験
)。

1
7
科 限

消
化
器
内

科 総
合
診
療

部

ペ
ン
タ
サ
錠
5
0
0
メ
サ
ラ
ジ
ン
5
0
0
m
g

潰
瘍
性
大
腸
炎
（
重
症
を
除
く
）
、
ク
ロ
ー
ン
病
潰
瘍
性
大
腸
炎
：
1
日
1
5
0
0
m
gを
3
回
。
1
日
2
2
5
0
m
gを
上
限
。

活
動
期
に
は
、
1
日
4
,0
0
0
m
gを
2
回
に
分
け
て
投
与
可
能
。

小
児
に
は
1
日
3
0
～
6
0
m
g/
kg
を
3
回
分
服
。
1
日
2
2
5
0
m
gを
上
限
と
す
る
。

ク
ロ
ー
ン
病
　
：
1
日
1
5
0
0
m
g～
3
0
0
0
m
gを
3
回
。
適
宜
減
量
。
小
児
に
は
1
日

4
0
～
6
0
m
g/
kg
を
3
回
分
服
。
適
宜
増
減
。

○
ペ
ン
タ
サ
錠
5
0
0
m
gは
、
服
薬
錠
数
を
半
減
さ
せ
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向
上
が
期
待
で
き

る
。

1
8
試 用
小
児
科
ラ
ミ
ク
タ
ー
ル
錠

小
児
用
2
m
g

2
m
g

1
9
試 用
小
児
科
ラ
ミ
ク
タ
ー
ル
錠

小
児
用
5
m
g

5
m
g

2
0
試 用

脳
神
経
外

科 精
神
科

ラ
ミ
ク
タ
ー
ル
錠

2
5
m
g

2
5
m
g

2
1
試 用

脳
神
経
外

科 精
神
科

ラ
ミ
ク
タ
ー
ル
錠

1
0
0
m
g

1
0
0
m
g

2
4
試 用
循
環
器
内

科
ピ
モ
ベ
ン
ダ
ン

錠
2
.5
m
g「
T
E
」
ピ
モ
ベ
ン
ダ
ン
2
.5
m
g

①
下
記
の
状
態
で
、
利
尿
剤
等
を
投
与
し
て
も

十
分
な
心
機
能
改
善
が
得
ら
れ
な
い
場
合

急
性
心
不
全

②
 下
記
の
状
態
で
、
ジ
ギ
タ
リ
ス
製
剤
、
利
尿

剤
等
の
基
礎
治
療
剤
を
投
与
し
て
も
十
分
な

効
果
が
得
ら
れ
な
い
場
合

慢
性
心
不
全
（
軽
症
～
中
等
症
）

急
性
心
不
全
：
１
回
2
.5
m
g。
病
態
に
応
じ
、
１
日
２
回
投
与
可
能
。
必
要
に
応

じ
て
、
ジ
ギ
タ
リ
ス
製
剤
等
と
併
用
す
る
。

慢
性
心
不
全
（
軽
症
～
中
等
症
）
：
１
回
2
.5
m
gを
１
日
２
回
。
適
宜
増
減
。
た
だ

し
、
ジ
ギ
タ
リ
ス
製
剤
、
利
尿
剤
等
と
併
用
す
る
。

○
割
線
入
り
フ
ィ
ル
ム
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
錠

○
急
性
心
不
全
に
対
し
1
回
2
.5
m
g、
病
態
に
応
じ
1
日
2
回
経
口
投
与
に
よ
り
、
ま
た
慢
性
心

不
全
(軽
症
～
中
等
症
)に
対
し
て
は
、
1
回
2
.5
m
gを
1
日
2
回
食
後
経
口
投
与
に
よ
り
、
有
用

性
が
期
待
で
き
る
。

区
分

○
成
人
お
よ
び
小
児
の
部
分
発
作
(二
次
性
全
般
化
発
作
を
含
む
)、
強
直
間
代
発
作
、

L
e
n
n
o
x-
G
as
ta
u
t症
候
群
に
お
け
る
全
般
発
作
へ
の
併
用
療
法
の
適
応
を
取
得
し
て
い

る
。
○
部
分
発
作
お
よ
び
全
般
発
作
に
お
け
る
様
々
な
発
作
型
に
効
果
を
有
す
る
。

○
患
者
の
状
況
に
合
わ
せ
て
服
用
方
法
を
選
択
で
き
る
。

ラ
モ
ト
リ
ギ
ン

他
の
抗
て
ん
か
ん
薬
で
十
分
な
効
果
が
認
め

ら
れ
な
い
て
ん
か
ん
患
者
の
下
記
発
作
に
対

す
る
抗
て
ん
か
ん
薬
と
の
併
用
療
法

部
分
発
作
（
二
次
性
全
般
化
発
作
を
含
む
）

強
直
間
代
発
作

L
e
n
n
o
x-
G
as
ta
u
t症
候
群
に
お
け
る
全
般
発

作

成
人
（
ラ
ミ
ク
タ
ー
ル
錠
2
5
m
g、
ラ
ミ
ク
タ
ー
ル
錠
1
0
0
m
g）

①
バ
ル
プ
ロ
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
併
用
す
る
場
合

最
初
の
2
週
間
は
1
回
2
5
m
gを
隔
日
、
次
の
2
週
間
は
1
日
2
5
m
gを
1
回
。
そ
の

後
は
、
1
～
2
週
間
毎
に
2
5
～
5
0
m
gず
つ
漸
増
。
維
持
用
量
は
1
日
1
0
0
～

2
0
0
m
gと
し
、
2
回
に
分
割
投
与
。

②
バ
ル
プ
ロ
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
併
用
し
な
い
場
合

1
) 
本
剤
の
グ
ル
ク
ロ
ン
酸
抱
合
を
誘
導
す
る
薬
剤
を
併
用
す
る
場
合

最
初
の
2
週
間
は
1
日
5
0
m
gを
1
回
、
次
の
2
週
間
は
1
日
1
0
0
m
gを
2
回
に
分

割
投
与
。
そ
の
後
は
、
1
～
2
週
間
毎
に
最
大
1
0
0
m
gず
つ
漸
増
。
維
持
用
量

は
1
日
2
0
0
～
4
0
0
m
gを
2
回
に
分
割
投
与
。

2
) 
1
）
以
外
の
抗
て
ん
か
ん
薬
を
併
用
す
る
場
合

バ
ル
プ
ロ
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
併
用
す
る
場
合
に
従
う
。

小
児
（
ラ
ミ
ク
タ
ー
ル
錠
小
児
用
2
m
g、
ラ
ミ
ク
タ
ー
ル
錠
小
児
用
5
m
g、
ラ
ミ
ク

タ
ー
ル
錠
2
5
m
g、
ラ
ミ
ク
タ
ー
ル
錠
1
0
0
m
g）

①
バ
ル
プ
ロ
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
併
用
す
る
場
合

最
初
の
2
週
間
は
1
日
0
.1
5
m
g/
kg
を
1
回
、
次
の
2
週
間
は
1
日
0
.3
m
g/
kg
を
1

回
。
そ
の
後
は
、
1
～
2
週
間
毎
に
最
大
0
.3
m
g/
kg
ず
つ
漸
増
。
維
持
用
量

は
、
バ
ル
プ
ロ
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
加
え
て
本
剤
の
グ
ル
ク
ロ
ン
酸
抱
合
を
誘
導

す
る
薬
剤
を
併
用
す
る
場
合
は
1
日
1
～
5
m
g/
kg
と
し
、
本
剤
の
グ
ル
ク
ロ
ン

酸
抱
合
を
誘
導
す
る
薬
剤
を
併
用
し
て
い
な
い
場
合
は
1
日
1
～
3
m
g/
kg
と

し
、
2
回
に
分
割
投
与
。
1
日
用
量
は
最
大
2
0
0
m
gま
で
。

②
バ
ル
プ
ロ
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
併
用
し
な
い
場
合

1
) 
本
剤
の
グ
ル
ク
ロ
ン
酸
抱
合
を
誘
導
す
る
薬
剤
を
併
用
す
る
場
合

最
初
の
2
週
間
は
1
日
0
.6
m
g/
kg
を
2
回
に
分
割
投
与
、
次
の
2
週
間
は
1
日

1
.2
m
g/
kg
を
2
回
に
分
割
投
与
。
そ
の
後
は
、
1
～
2
週
間
毎
に
最
大

1
.2
m
g/
kg
ず
つ
漸
増
。
維
持
用
量
は
1
日
5
～
1
5
m
g/
kg
と
し
、
2
回
に
分
割
投

与
。
1
日
用
量
は
最
大
4
0
0
m
gま
で
。

2
) 
1
）
以
外
の
抗
て
ん
か
ん
薬
を
併
用
す
る
場
合

バ
ル
プ
ロ
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
併
用
す
る
場
合
に
従
う
。

注
1
）
フ
ェ
ニ
ト
イ
ン
、
カ
ル
バ
マ
ゼ
ピ
ン
、
フ
ェ
ノ
バ
ル
ビ
タ
ー
ル
、
プ
リ
ミ
ド
ン
、

そ
の
他
本
剤
の
グ
ル
ク
ロ
ン
酸
抱
合
を
誘
導
す
る
薬
剤

注
2
）
ゾ
ニ
サ
ミ
ド
、
ガ
バ
ペ
ン
チ
ン
、
ト
ピ
ラ
マ
ー
ト
、
そ
の
他
本
剤
の
グ
ル
ク
ロ

ン
酸
抱
合
に
対
し
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
又
は
影
響
が
明
ら
か
で
な
い
薬
剤



商
品
名

一
般
名
規
格

効
能
・
効
果

用
法
用
量

特
記
事
項

切
替
対
象

2
2
試 用

腎
臓
外

科
・
泌
尿

器
科

グ
ラ
セ
プ
タ
ー
カ

プ
セ
ル
0
.5
m
g

0
.5
m
g

2
3
試 用

腎
臓
外

科
・
泌
尿

器
科

グ
ラ
セ
プ
タ
ー
カ

プ
セ
ル
1
m
g

1
m
g

商
品
名

一
般
名
規
格

効
能
・
効
果

用
法
用
量

特
記
事
項

切
替
対
象

1
科 限
皮
膚
科
ゼ
フ
ナ
ー
ト
外

用
液
2
%

リ
ラ
ナ
フ
タ
ー
ト
1
0
m
L

白
癬
：
足
白
癬
、
体
部
白
癬
、
股
部
白
癬
1
日
1
回
塗
布
。

○
チ
オ
カ
ル
バ
ミ
ン
酸
系
で
初
め
て
の
1
日
1
回
塗
布
の
抗
真
菌
薬
。

○
白
癬
に
対
し
て
優
れ
た
臨
床
効
果
。

○
白
癬
菌
に
対
し
殺
真
菌
的
に
作
用
。
(i
n
　
vi
tr
o
)

○
皮
膚
貯
留
性
が
良
好
(モ
ル
モ
ッ
ト
)。

2
科 限
手
術
部

ベ
ノ
キ
シ
ー
ル

点
眼
液
0
.4
%
5
m
L

塩
酸
オ
キ
シ
ブ

プ
ロ
カ
イ
ン
5
m
L

眼
科
領
域
に
お
け
る
表
面
麻
酔

１
～
４
滴
を
点
眼
。

適
宜
増
減
。

特
に
な
し
。

3
科 限
皮
膚
科
デ
ィ
フ
ェ
リ
ン
ゲ

ル
0
.1
%

ア
ダ
パ
レ
ン
1
5
g

尋
常
性
ざ
瘡

１
日
１
回
、
洗
顔
後
、
適
量
を
塗
布
。

○
国
内
初
の
レ
チ
ノ
イ
ド
様
作
用
を
有
す
る
外
用
尋
常
性
ざ
瘡
治
療
剤
で
あ
る
。

○
表
皮
細
胞
の
核
内
レ
チ
ノ
イ
ン
酸
受
容
体
(R
A
R
γ
)に
結
合
し
、
標
的
遺
伝
子
の
転
写
促

進
化
を
誘
導
す
る
。
(i
n
　
vi
tr
o
)

○
表
皮
角
化
細
胞
の
分
化
を
抑
制
す
る
こ
と
で
、
面
皰
を
減
少
さ
せ
る
。
(i
n
　
vi
tr
o
、
マ
ウ

ス
)
○
1
日
1
回
1
2
週
間
の
塗
布
を
実
施
し
た
臨
床
試
験
で
、
尋
常
性
ざ
瘡
患
者
の
総
皮
疹
(非

炎
症
性
皮
疹
及
び
炎
症
性
皮
疹
)数
の
減
少
率
は
6
3
.2
%
を
示
し
た
。
最
長
1
2
ヶ
月
間
の
塗

布
を
実
施
し
た
臨
床
試
験
で
は
、
総
皮
疹
数
の
減
少
率
は
7
7
.8
%
を
示
し
た
。

4

院 外 専 用

-

ア
ド
エ
ア
2
5
0

デ
ィ
ス
カ
ス
6
0
ブ

リ
ス
タ
ー

①
気
管
支
喘
息
（
吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
及
び
長

時
間
作
動
型
吸
入
β
2
刺
激
剤
の
併
用
が
必

要
な
場
合
）

②
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
（
慢
性
気
管
支
炎
・

肺
気
腫
）
の
諸
症
状
の
緩
解
（
吸
入
ス
テ
ロ
イ

ド
剤
及
び
長
時
間
作
動
型
吸
入
β
2
刺
激
剤

の
併
用
が
必
要
な
場
合
）

①
気
管
支
喘
息
：
1
日
2
回
、
1
回
1
吸
入
。

②
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
（
慢
性
気
管
支
炎
・
肺
気
腫
）
の
諸
症
状
の
緩
解
：
1

日
2
回
、
1
回
1
吸
入
。

○
本
剤
1
剤
で
気
管
支
喘
息
の
病
態
で
あ
る
気
道
慢
性
炎
症
と
狭
窄
の
両
方
に
優
れ
た
効

果
を
示
す
。

○
サ
ル
メ
テ
ロ
ー
ル
と
フ
ル
チ
カ
ゾ
ン
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
エ
ス
テ
ル
は
相
互
に
作
用
し
、
相
乗
作

用
を
示
す
。

○
軽
症
か
ら
重
症
ま
で
多
く
の
患
者
で
1
剤
に
よ
る
喘
息
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
維
持
が
可
能
で

あ
る
。
○
投
与
1
日
目
か
ら
優
れ
た
呼
吸
機
能
改
善
効
果
を
示
す
。

5

院 外 専 用

-
ア
ド
フ
ィ
ー
ド

パ
ッ
プ
8
0
m
g
フ
ル
ル
ビ
プ
ロ

フ
ェ
ン

8
0
m
g

下
記
疾
患
並
び
に
症
状
の
鎮
痛
・
消
炎

変
形
性
関
節
症
、
肩
関
節
周
囲
炎
、
腱
・
腱
鞘

炎
、
腱
周
囲
炎
、
上
腕
骨
上
顆
炎
(テ
ニ
ス
肘

等
)、
筋
肉
痛
、
外
傷
後
の
腫
脹
・
疼
痛

1
日
2
回
、
患
部
に
貼
付
。

本
剤
は
、
非
ス
テ
ロ
イ
ド
性
鎮
痛
・
消
炎
剤
フ
ル
ル
ビ
プ
ロ
フ
ェ
ン
の
貼
付
剤
で
あ
る
が
、
経

口
剤
に
比
べ
(1
)標
的
組
織
に
対
す
る
直
接
効
果
、
(2
)効
果
の
持
続
化
、
(3
)胃
腸
障
害
な

ど
の
全
身
性
副
作
用
の
軽
減
化
、
(4
)投
薬
管
理
の
簡
便
化
等
の
利
点
が
考
え
ら
れ
、
事
実

臨
床
的
に
も
変
形
性
膝
関
節
症
を
対
象
と
し
た
フ
ル
ル
ビ
プ
ロ
フ
ェ
ン
経
口
錠
と
の
二
重
盲

検
比
較
試
験
、
外
傷
後
の
腫
脹
・
疼
痛
、
お
よ
び
筋
肉
痛
に
対
す
る
イ
ブ
プ
ロ
フ
ェ
ン
経
口

錠
と
の
二
重
盲
検
比
較
試
験
な
ど
に
お
い
て
、
臨
床
効
果
は
同
等
で
あ
っ
た
が
、
副
作
用

に
お
い
て
は
経
口
錠
で
み
ら
れ
た
胃
腸
障
害
は
全
く
認
め
ら
れ
ず
、
発
赤
、
か
ぶ
れ
等
の
軽

度
な
皮
膚
症
状
が
発
現
し
た
に
過
ぎ
ず
、
貼
付
剤
の
臨
床
的
有
用
性
が
確
認
さ
れ
た
。

6
試 用

眼
科
膠
原
病
内

科 消
化
器
内

科 総
合
診
療

部 麻
酔
科

整
形
外
科

食
道
外
科

ロ
キ
ソ
ニ
ン

テ
ー
プ
1
0
0
m
g
ロ
キ
ソ
プ
ロ
フ
ェ

ン
ナ
ト
リ
ウ
ム

1
0
0
m
g

1
0
×
1
4
c
m

下
記
疾
患
並
び
に
症
状
の
消
炎
・
鎮
痛

 変
形
性
関
節
症
、
筋
肉
痛
、
外
傷
後
の
腫

脹
・
疼
痛

1
日
1
回
、
患
部
に
貼
付
。

○
わ
が
国
初
の
ロ
キ
ソ
プ
ロ
フ
ェ
ン
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
和
物
含
有
テ
ー
プ
剤
で
あ
る
。

○
1
日
1
回
貼
付
で
効
果
を
示
す
ロ
キ
ソ
ニ
ン
パ
ッ
プ
と
生
物
学
的
同
等
性
が
検
証
さ
れ
て

い
る
。
○
新
し
い
形
状
フ
ィ
ル
ム
を
採
用
し
、
つ
ま
み
易
く
、
患
部
に
貼
り
や
す
い
テ
ー
プ
剤
で
あ

る
。

商
品
名

一
般
名
規
格

効
能
・
効
果

用
法
用
量

特
記
事
項

切
替
対
象

1
常 用
-
ア
ク
プ
ラ
静
注

用
5
0
m
g

ネ
ダ
プ
ラ
チ
ン
5
0
m
g

頭
頸
部
癌
，
肺
小
細
胞
癌
，
肺
非
小
細
胞
癌
，

食
道
癌
，
膀
胱
癌
，
精
巣
（
睾
丸
）
腫
瘍
，
卵
巣

癌
，
子
宮
頸
癌

①
1
日
1
回
8
0
～
1
0
0
m
g/
m
2
，
少
な
く
と
も
4
週
間
休
薬
す
る
。
こ
れ
を
1
コ
ー
ス

と
し
，
投
与
を
繰
り
返
す
。
適
宜
増
減
。

②
 本
剤
投
与
時
，
投
与
量
に
応
じ
て
3
0
0
m
L
以
上
の
生
理
食
塩
液
又
は
5
%

キ
シ
リ
ト
ー
ル
注
射
液
に
溶
解
し
，
6
0
分
以
上
か
け
て
点
滴
静
注
。

③
 本
剤
の
投
与
に
引
き
続
き
1
0
0
0
m
L
以
上
の
輸
液
を
点
滴
静
注
。

○
抗
悪
性
腫
瘍
剤
と
し
て
国
内
で
初
め
て
開
発
さ
れ
た
白
金
化
合
物
で
あ
る
。

○
腫
瘍
細
胞
の
D
N
A
複
製
阻
害
作
用
に
よ
り
抗
腫
瘍
作
用
を
発
揮
す
る
。

○
血
漿
中
に
お
い
て
、
ほ
と
ん
ど
が
蛋
白
非
結
合
型
(遊
離
型
)白
金
化
合
物
と
し
て
存
在
す

る
。
○
頭
頚
部
癌
、
肺
小
細
胞
癌
、
肺
非
小
細
胞
癌
、
食
道
癌
、
膀
胱
癌
、
精
巣
(睾
丸
)腫
瘍
、

卵
巣
癌
及
び
子
宮
頚
癌
に
抗
腫
瘍
効
果
を
示
す
。

○
骨
髄
抑
制
作
用
、
腎
機
能
抑
制
作
用
等
を
有
す
る
薬
剤
で
あ
り
、
臨
床
試
験
に
お
い
て

本
剤
に
関
連
し
た
と
考
え
ら
れ
る
早
期
死
亡
例
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
頻
回
に
臨
床
検

査
(血
液
検
査
、
肝
機
能
検
査
、
腎
機
能
検
査
等
)を
行
う
な
ど
、
患
者
の
状
態
を
十
分
に
観

察
し
、
異
常
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
適
切
な
処
置
を
行
う
と
と
も
に
、
投
与
継
続
の
可

否
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
す
る
こ
と
。

患
者
限
定
よ
り
常
用

へ

移
植
2
日
前
よ
り
0
.1
5
～
0
.2
0
m
g/
kg
を
1
日
1
回
朝
食
後
。
適
宜
増
減
。

プ
ロ
グ
ラ
フ
経
口
製
剤
か
ら
切
り
換
え
る
場
合

同
一
1
日
用
量
を
1
日
1
回
朝
食
後
。

な
お
、
本
剤
の
経
口
投
与
時
の
吸
収
は
一
定
し
て
お
ら
ず
、
患
者
に
よ
り
個
人

差
が
あ
る
の
で
、
血
中
濃
度
の
高
い
場
合
の
副
作
用
並
び
に
血
中
濃
度
が

低
い
場
合
の
拒
絶
反
応
及
び
移
植
片
対
宿
主
病
の
発
現
を
防
ぐ
た
め
、
患

者
の
状
況
に
応
じ
て
血
中
濃
度
を
測
定
し
、
ト
ラ
フ
レ
ベ
ル
の
血
中
濃
度
を
参

考
に
し
て
投
与
量
を
調
節
す
る
こ
と
。
特
に
移
植
直
後
あ
る
い
は
投
与
開
始

直
後
は
頻
回
に
血
中
濃
度
測
定
を
行
う
こ
と
。
な
お
、
血
中
ト
ラ
フ
濃
度
が

2
0
n
g/
m
L
を
超
え
る
期
間
が
長
い
場
合
、
副
作
用
が
発
現
し
や
す
く
な
る
の
で

注
意
す
る
こ
と
。

○
1
日
1
回
投
与
の
製
剤
で
、
1
日
2
回
投
与
の
タ
ク
ロ
リ
ム
ス
経
口
製
剤
(プ
ロ
グ
ラ
フ
カ
プ
セ

ル
)に
劣
ら
な
い
有
効
性
と
安
全
性
を
有
す
る
。

○
プ
ロ
グ
ラ
フ
カ
プ
セ
ル
か
ら
の
切
り
換
え
も
移
植
直
後
か
ら
の
使
用
も
可
能
で
あ
る
。

○
プ
ロ
グ
ラ
フ
カ
プ
セ
ル
と
同
一
の
1
日
用
量
で
、
プ
ロ
グ
ラ
フ
カ
プ
セ
ル
と
同
等
の
A
U
C
が

得
ら
れ
る
。

○
プ
ロ
グ
ラ
フ
カ
プ
セ
ル
と
同
一
の
1
日
用
量
で
、
プ
ロ
グ
ラ
フ
カ
プ
セ
ル
と
比
較
し
、
同
程
度

以
下
の
C
m
ax
を
示
す
。

○
1
日
1
回
投
与
に
よ
り
服
薬
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
確
実

な
移
植
臓
器
の
長
期
生
着
や
患
者
の
長
期
生
存
が
期
待
で
き
る
。

区
分

腎
移
植
に
お
け
る
拒
絶
反
応
の
抑
制

タ
ク
ロ
リ
ム
ス
水

和
物

区
分

区
分

〔
外
用
薬
〕

〔
注
射
薬
〕

サ
ル
メ
テ
ロ
ー
ル
キ
シ
ナ

ホ
酸
塩
7
2
.5
μ
g

フ
ル
チ
カ
ゾ
ン
プ
ロ
ピ
オ
ン

酸
エ
ス
テ
ル
2
5
0
μ
g



商
品
名

一
般
名
規
格

効
能
・
効
果

用
法
用
量

特
記
事
項

切
替
対
象

2
常 用
-
オ
ペ
ガ
ー
ド
M
A

眼
灌
流
液

眼
内
灌
流
・
洗

浄
液

2
0
m
L

眼
手
術
(白
内
障
、
硝
子
体
、
緑
内
障
)時
の
眼

内
灌
流
及
び
洗
浄

眼
内
灌
流
及
び
洗
浄
を
目
的
と
し
て
用
い
る
。

白
内
障
手
術
2
0
～
5
0
0
m
L

硝
子
体
手
術
5
0
～
4
,0
0
0
m
L

緑
内
障
手
術
2
0
～
5
0
m
L

適
宜
増
減
。

臨
床
試
験
に
よ
っ
て
、
白
内
障
手
術
、
硝
子
体
手
術
及
び
緑
内
障
手
術
に
お
け
る
本
剤
の

眼
内
灌
流
・
洗
浄
液
と
し
て
の
有
用
性
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
眼
手
術
時
の
眼
内
灌
流
・
洗
浄

を
ｽ
ﾑ
ｰ
ｽ
ﾞに
行
う
こ
と
が
で
き
、
術
後
3
ヶ
月
間
の
観
察
で
眼
障
害
性
の
少
な
い
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
角
膜
に
対
す
る
影
響
も
少
な
く
、
術
中
の
角
膜
を
透
明
に
維
持
し
、
角

膜
浮
腫
な
ど
の
障
害
性
、
角
膜
内
皮
細
胞
消
失
率
も
低
か
っ
た
。

オ
ペ
ガ
ー
ド
M
A
眼
灌

流
液
3
0
0
m
L
と
切
替

3
常 用
-
ア
ル
ブ
ミ
ナ
ー

2
5
%

人
血
清
ア
ル
ブ
ミ

ン
5
0
m
L

ア
ル
ブ
ミ
ン
の
喪
失
（
熱
傷
、
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症

候
群
な
ど
）
及
び
ア
ル
ブ
ミ
ン
合
成
低
下
（
肝

硬
変
症
な
ど
）
に
よ
る
低
ア
ル
ブ
ミ
ン
血
症
、
出

血
性
シ
ョ
ッ
ク

１
回
2
0
～
5
0
m
L
を
緩
徐
に
静
脈
内
注
射
又
は
点
滴
静
脈
内
注
射
。

適
宜
増
減
。

本
剤
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
、
H
IV
、
C
J
D
(ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ
病
)な
ど
の
ハ
イ
リ
ス
ク

グ
ル
ー
プ
を
問
診
で
除
外
し
、
H
B
s抗
原
、
抗
H
C
V
抗
体
、
抗
H
IV
-
1
抗
体
、
抗
H
IV
-
2
抗
体

が
陰
性
で
、
か
つ
A
L
T
(G
P
T
)値
で
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
た
健
康
人
血
漿
を
原
料
と
し
て
い

る
。
さ
ら
に
原
料
血
漿
の
段
階
で
H
IV
、
H
B
V
、
H
C
V
、
H
A
V
及
び
パ
ル
ボ
ウ
イ
ル
ス
B
1
9
に

つ
い
て
核
酸
増
幅
検
査
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
ウ
イ
ン
ド
ウ
期
の
血
漿
を
排
除
す
る
た
め
に

イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
・
ホ
ー
ル
ド
の
期
間
を
設
け
、
遡
及
調
査
が
で
き
る
体
制
で
製
造
さ
れ
て
い

る
。
ア
ル
ブ
ミ
ナ
ー
2
5
%
は
、
こ
の
プ
ー
ル
血
漿
を
C
o
h
n
の
低
温
エ
タ
ノ
ー
ル
法
で
分
画
、
精

製
し
て
得
ら
れ
た
人
血
清
ア
ル
ブ
ミ
ン
の
2
5
w
/
v%
溶
液
で
あ
り
、
製
造
過
程
で
ウ
イ
ル
ス
不

活
化
の
た
め
に
パ
ス
ツ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
(6
0
℃
、
1
0
時
間
の
液
状
加
熱
)処
理
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
血
漿
分
画
製
剤
の
現
在
の
製
造
工
程
で
は
、
ヒ
ト
パ
ル
ボ
ウ
イ
ル
ス
B
1
9
等
の
ウ

イ
ル
ス
を
完
全
に
不
活
化
・
除
去
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
本
剤
の
投
与
に
よ
り
そ

の
感
染
の
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
の
で
、
投
与
後
の
経
過
を
十
分
に
観
察
す
る
こ
と
。
本

剤
は
生
物
学
的
製
剤
基
準
「
人
血
清
ア
ル
ブ
ミ
ン
」
に
適
合
し
た
製
剤
で
、
保
存
剤
は
含
ま

れ
て
い
な
い
。

赤
十
字
ア
ル
ブ
ミ
ン

2
0
%
と
切
替

4
常 用
-
エ
ル
プ
ラ
ッ
ト
注

射
用
5
0
m
g
オ
キ
サ
リ
プ
ラ
チ

ン
5
0
m
g

治
癒
切
除
不
能
な
進
行
・
再
発
の
結
腸
・
直
腸

癌
①
レ
ボ
ホ
リ
ナ
ー
ト
及
び
フ
ル
オ
ロ
ウ
ラ
シ
ル
の
静
脈
内
持
続
投
与
法
と
の
併

用
に
お
い
て
、
8
5
m
g／
m
2
を
1
日
1
回
静
脈
内
に
2
時
間
で
点
滴
投
与
、
少
な

く
と
も
1
3
日
間
休
薬
。
適
宜
減
量
。

②
5
0
m
g：
本
剤
1
バ
イ
ア
ル
に
5
％
ブ
ド
ウ
糖
注
射
液
1
0
～
2
5
m
L
を
注
入
し
て

充
分
に
溶
解
。
溶
解
液
を
5
％
ブ
ド
ウ
糖
注
射
液
に
注
入
し
、
2
5
0
～
5
0
0
m
L
と

し
て
、
静
脈
内
に
点
滴
投
与
。

1
0
0
m
g：
本
剤
1
バ
イ
ア
ル
に
5
％
ブ
ド
ウ
糖
注
射
液
2
0
～
5
0
m
L
を
注
入
し
て

充
分
に
溶
解
。
溶
解
液
を
5
％
ブ
ド
ウ
糖
注
射
液
に
注
入
し
、
2
5
0
～
5
0
0
m
L
と

し
て
、
静
脈
内
に
点
滴
投
与
。

○
既
存
の
白
金
錯
体
系
抗
悪
性
腫
瘍
剤
と
は
構
造
的
に
異
な
り
、
キ
ャ
リ
ア
リ
ガ
ン
ド
に

1
,2
-
ジ
ア
ミ
ノ
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン
(D
A
C
H
)を
有
し
、
脱
離
基
に
オ
キ
サ
レ
ー
ト
基
を
有
す
る
白

金
錯
体
系
抗
悪
性
腫
瘍
剤
で
あ
る
。

○
米
国
国
立
が
ん
研
究
所
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
パ
ネ
ル
な
ど
で
、
大
腸
癌
株
に
対
す
る
効

果
が
確
認
さ
れ
て
い
る
白
金
錯
体
系
抗
悪
性
腫
瘍
剤
で
あ
る
。

○
肝
代
謝
酵
素
の
活
性
に
ほ
と
ん
ど
影
響
を
与
え
な
い
た
め
、
薬
物
相
互
作
用
に
よ
る
体

内
動
態
の
変
動
が
少
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

○
エ
ル
プ
ラ
ッ
ト
は
ホ
リ
ナ
ー
ト
(L
V
)お
よ
び
フ
ル
オ
ロ
ウ
ラ
シ
ル
(5
-
F
U
)の
静
脈
内
持
続
投

与
法
で
の
併
用
療
法
(F
O
L
F
O
X
4
法
)と
し
て
使
用
し
た
場
合
、
進
行
・
再
発
の
結
腸
・
直
腸

癌
に
対
し
、
有
用
性
が
認
め
ら
れ
た
。
F
O
L
F
O
X
4
法
は
欧
米
に
お
い
て
は
標
準
的
化
学
療

法
の
一
つ
と
し
て
確
立
し
た
治
療
で
あ
る
。

○
エ
ル
プ
ラ
ッ
ト
投
与
に
あ
た
っ
て
は
、
大
量
輸
液
は
不
要
で
あ
る
。

5
常 用
-

強
力
ネ
オ
ミ
ノ

フ
ァ
ー
ゲ
ン

シ
ー
P
2
0
m
L

グ
リ
チ
ル
リ
チ
ン

酸
2
0
m
L

①
湿
疹
・
皮
膚
炎
、
蕁
麻
疹
、
皮
膚
そ
う
痒

症
、
薬
疹
・
中
毒
疹
、
口
内
炎
、
小
児
ス
ト
ロ
フ

ル
ス
、
フ
リ
ク
テ
ン

②
慢
性
肝
疾
患
に
お
け
る
肝
機
能
異
常
の
改

善

1
日
1
回
5
～
2
0
m
L
を
静
脈
内
に
注
射
。
適
宜
増
減
。
慢
性
肝
疾
患
に
対
し
て

は
1
日
1
回
4
0
～
6
0
m
L
を
静
脈
内
に
注
射
ま
た
は
点
滴
静
注
。
適
宜
増
減
。
1

日
1
0
0
m
L
を
限
度
。

強
力
ネ
オ
ミ
ノ
フ
ァ
ー
ゲ
ン
シ
ー
は
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
作
用
、
ホ
ス
ホ
リ
パ
ー
ゼ
A
2
活
性
阻
害

作
用
な
ど
の
抗
炎
症
作
用
と
共
に
、
免
疫
調
節
作
用
、
ウ
イ
ル
ス
増
殖
抑
制
・
不
活
化
作
用

等
を
有
し
、
慢
性
肝
疾
患
及
び
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
・
炎
症
性
疾
患
の
治
療
に
高
い
有
用

性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

強
力
ネ
オ
ミ
ノ
フ
ァ
ー

ゲ
ン
シ
ー
静
注
用

2
0
m
L
と
切
替

6
患 限
-
ア
ー
ビ
タ
ッ
ク
ス

注
射
液
1
0
0
m
g
セ
ツ
キ
シ
マ
ブ
1
0
0
m
g

E
G
F
R
陽
性
の
治
癒
切
除
不
能
な
進
行
・
再
発

の
結
腸
・
直
腸
癌

週
1
回
、
初
回
は
4
0
0
m
g／
m
2
を
2
時
間
か
け
て
、
2
回
目
以
降
は
2
5
0
m
g／

m
2
を
1
時
間
か
け
て
点
滴
静
注
。
適
宜
減
量
。

○
世
界
初
の
「
E
G
F
R
を
標
的
と
す
る
Ig
G
1
サ
ブ
ク
ラ
ス
の
ヒ
ト
/
マ
ウ
ス
キ
メ
ラ
型
モ
ノ
ク
ロ
ー

ナ
ル
抗
体
」
で
あ
る
。

○
E
G
F
R
陽
性
の
治
癒
切
除
不
能
な
進
行
・
再
発
の
結
腸
・
直
腸
癌
に
対
し
て
、
化
学
療
法

と
の
併
用
投
与
お
よ
び
単
独
投
与
で
の
有
用
性
が
期
待
さ
れ
る
。

7
患 限
-

ア
ク
テ
ム
ラ
点

滴
静
注
用

8
0
m
g

8
0
m
g

8
患 限
-

ア
ク
テ
ム
ラ
点

滴
静
注
用

2
0
0
m
g

2
0
0
m
g

9
患 限
-
ド
パ
ス
ト
ン
注
射

液
レ
ボ
ド
パ

2
5
m
g

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
候
群
1
日
量
2
5
～
5
0
m
gを
1
～
2
回
に
分
け
て
、
そ
の
ま
ま
ゆ
っ
く
り
静
注
又
は
生
理

食
塩
液
も
し
く
は
ブ
ド
ウ
糖
注
射
液
な
ど
に
希
釈
し
て
点
滴
静
注
。

適
宜
増
減
。

○
ド
パ
ミ
ン
の
前
駆
物
質
レ
ボ
ド
パ
(L
-
D
O
P
A
)の
製
剤
で
あ
る
。

○
パ
－
キ
ン
ソ
ン
病
並
び
に
パ
－
キ
ン
ソ
ン
症
候
群
に
伴
う
無
動
～
寡
動
、
筋
強
剛
、
振
戦

に
奏
効
し
、
日
常
生
活
動
作
を
改
善
す
る
。

○
そ
の
他
の
随
伴
症
状
に
も
効
果
を
発
揮
す
る
。

○
経
口
療
法
よ
り
も
速
効
性
で
、
少
量
で
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

1
0
患 限
-

ヒ
ュ
ミ
ラ
皮
下
注

4
0
m
gシ
リ
ン
ジ

0
.8
m
L

ア
ダ
リ
ム
マ
ブ

(遺
伝
子
組
換

え
)

4
0
m
g

関
節
リ
ウ
マ
チ
 (
既
存
治
療
で
効
果
不
十
分
な

場
合
に
限
る
)

4
0
m
gを
2
週
に
1
回
，
皮
下
注
射
。
1
回
8
0
m
gま
で
増
量
可
。

○
ヒ
ト
型
モ
ノ
ク
ロ
ー
ナ
ル
抗
体
で
あ
る
。

○
本
剤
単
独
で
も
、
ま
た
疾
患
修
飾
性
抗
リ
ウ
マ
チ
薬
(D
M
A
R
D
s)
と
の
併
用
も
可
能
で
あ

る
。
○
2
週
間
に
1
回
の
投
与
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

○
プ
レ
フ
ィ
ル
ド
シ
リ
ン
ジ
を
採
用
し
て
い
る
。

区
分

○
国
産
で
世
界
初
の
ヒ
ト
化
抗
ヒ
ト
IL
-
6
レ
セ
プ
タ
ー
モ
ノ
ク
ロ
ー
ナ
ル
抗
体
製
剤
で
あ
る
。

○
関
節
リ
ウ
マ
チ
(R
A
)に
お
い
て
メ
ト
ト
レ
キ
サ
ー
ト
(M
T
X
)使
用
中
で
活
動
性
を
有
す
る
関

節
リ
ウ
マ
チ
患
者
じ
対
し
、
単
独
投
与
で
優
れ
た
有
効
性
を
示
し
た
。

○
D
M
A
R
D
sで
効
果
不
十
分
な
関
節
リ
ウ
マ
チ
患
者
に
対
し
、
単
独
投
与
で
優
れ
た
有
効

性
を
示
し
た
。

○
全
身
型
若
年
性
特
発
性
関
節
炎
(s
J
IA
)患
者
に
対
し
、
優
れ
た
有
効
性
を
示
し
た
。

○
多
関
節
に
活
動
性
を
有
す
る
若
年
性
特
発
性
関
節
炎
患
者
に
対
し
、
優
れ
た
有
効
性
を

示
し
た
。

○
キ
ャ
ッ
ス
ル
マ
ン
病
を
伴
う
全
身
け
ん
怠
感
、
C
反
応
性
タ
ン
パ
ク
(C
R
P
)高
値
、
フ
ィ
ブ
リ

ノ
ー
ゲ
ン
高
値
、
赤
血
球
沈
降
速
度
(E
S
R
)亢
進
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
低
値
、
ア
ル
ブ
ミ
ン
低
値

を
改
善
し
た
。

①
既
存
治
療
で
効
果
不
十
分
な
下
記
疾
患

関
節
リ
ウ
マ
チ
(関
節
の
構
造
的
損
傷
の
防
止

を
含
む
)、
多
関
節
に
活
動
性
を
有
す
る
若
年

性
特
発
性
関
節
炎
、
全
身
型
若
年
性
特
発
性

関
節
炎

②
キ
ャ
ッ
ス
ル
マ
ン
病
に
伴
う
諸
症
状
及
び
検

査
所
見
（
C
反
応
性
タ
ン
パ
ク
高
値
、
フ
ィ
ブ
リ

ノ
ー
ゲ
ン
高
値
、
赤
血
球
沈
降
速
度
亢
進
、
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
低
値
、
ア
ル
ブ
ミ
ン
低
値
、
全
身

け
ん
怠
感
）
の
改
善
。
た
だ
し
、
リ
ン
パ
節
の
摘

除
が
適
応
と
な
ら
な
い
患
者
に
限
る
。

①
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
多
関
節
に
活
動
性
を
有
す
る
若
年
性
特
発
性
関
節
炎

1
回
8
m
g/
kg
を
4
週
間
隔
で
点
滴
静
注
。

②
全
身
型
若
年
性
特
発
性
関
節
炎
、
キ
ャ
ッ
ス
ル
マ
ン
病

1
回
8
m
g/
kg
を
2
週
間
隔
で
点
滴
静
注
。
1
週
間
ま
で
投
与
間
隔
を
短
縮
で
き

る
。

ト
シ
リ
ズ
マ
ブ
(遺

伝
子
組
換
え
)



商
品
名

一
般
名
規
格

効
能
・
効
果

用
法
用
量

特
記
事
項

切
替
対
象

1
3
科 限
麻
酔
科

ア
ト
ワ
ゴ
リ
バ
ー

ス
静
注
シ
リ
ン

ジ
6
m
L

非
脱
分
極
性
筋
弛
緩
剤
の
作
用
の
拮
抗
1
回
1
.5
～
6
m
L
を
緩
徐
に
静
脈
内
注
射
．

適
宜
増
減
。

従
来
、
医
療
現
場
に
お
い
て
、
用
時
混
合
が
必
要
で
あ
っ
た
両
薬
剤
を
長
期
室
温
保
存
可

能
と
し
て
お
り
、
以
下
の
特
徴
が
あ
る
。

○
医
療
従
事
者
の
業
務
負
担
軽
減
。

○
安
全
性
へ
の
配
慮
。

○
薬
剤
取
り
違
え
防
止
に
寄
与
。

1
4
科 限

整
形
外
科

産
科
婦
人

科

ク
レ
キ
サ
ン
皮

下
注
キ
ッ
ト

2
0
0
0
IU

エ
ノ
キ
サ
パ
リ
ン

ナ
ト
リ
ウ
ム
2
0
0
0
IU

下
記
の
下
肢
整
形
外
科
手
術
施
行
患
者
に
お

け
る
静
脈
血
栓
塞
栓
症
の
発
症
抑
制

股
関
節
全
置
換
術
、
膝
関
節
全
置
換
術
、
股

関
節
骨
折
手
術

静
脈
血
栓
塞
栓
症
の
発
症
リ
ス
ク
の
高
い
、

腹
部
手
術
施
行
患
者
に
お
け
る
静
脈
血
栓
塞

栓
症
の
発
症
抑
制

１
回
2
0
0
0
IU
を
、
1
2
時
間
毎
に
１
日
２
回
連
日
皮
下
注
射
。

○
静
脈
血
栓
塞
栓
症
(V
T
E
)予
防
の
適
応
を
有
す
る
国
内
初
の
低
分
子
ヘ
パ
リ
ン
で
あ
る
。

○
半
減
期
は
約
3
.2
時
間
で
あ
る
。

○
1
回
2
0
0
0
IU
1
日
2
回
皮
下
投
与
に
よ
り
、
V
T
E
発
症
抑
制
効
果
が
確
認
さ
れ
た
。

○
A
C
C
P
、
IC
S
、
N
IC
E
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
股
関
節
全
置
換
術
(T
H
R
)、
膝
関
節
全
置
換
術

(T
K
R
)、
股
関
節
骨
折
手
術
(H
F
S
)施
行
患
者
に
お
け
る
V
T
E
予
防
に
対
し
て
推
奨
さ
れ
て

い
る
。
○
安
全
カ
バ
ー
装
置
シ
リ
ン
ジ
(2
0
0
0
IU
含
有
)の
一
剤
形
で
あ
る
。

①
深
部
静
脈
血
栓
症
、
急
性
肺
血
栓
塞
栓
症

本
剤
を
添
付
の
日
本
薬
局
方
注
射
用
水
で
溶
解
し
、
1
日
2
0
0
～
3
0
0
単
位
／

kg
体
重
を
輸
液
（
5
％
ブ
ド
ウ
糖
液
、
生
理
食
塩
液
、
電
解
質
液
等
）
に
加
え
、

2
4
 時
間
か
け
て
点
滴
静
脈
内
投
与
。

な
お
、
原
則
と
し
て
6
日
間
投
与
し
て
も
症
状
の
改
善
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合

は
投
与
を
中
止
す
る
こ
と
。
適
宜
減
量
。

②
電
撃
性
紫
斑
病

本
剤
を
添
付
の
日
本
薬
局
方
注
射
用
水
で
溶
解
し
、
以
下
の
と
お
り
投
与
。

＜
投
与
１
日
目
＞

1
0
0
単
位
／
kg
体
重
を
緩
徐
に
静
脈
内
投
与
、
そ
の
後
、
6
0
0
～
8
0
0
単
位
／

kg
体
重
を
輸
液
（
5
％
ブ
ド
ウ
糖
液
、
生
理
食
塩
液
、
電
解
質
液
等
）
に
加
え
、

2
4
 時
間
か
け
て
点
滴
静
脈
内
投
与
。

＜
投
与
２
日
目
以
降
＞

１
日
6
0
0
～
9
0
0
単
位
／
kg
体
重
を
輸
液
（
5
％
ブ
ド
ウ
糖
液
、
生
理
食
塩
液
、

電
解
質
液
等
）
に
加
え
、
2
4
 時
間
か
け
て
点
滴
静
脈
内
投
与
。

な
お
、
原
則
と
し
て
6
日
間
投
与
し
て
も
症
状
の
改
善
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合

は
投
与
を
中
止
す
る
こ
と
。

○
世
界
初
の
ヒ
ト
活
性
化
プ
ロ
テ
イ
ン
C
製
剤
で
あ
る
。

○
活
性
型
の
プ
ロ
テ
イ
ン
C
が
有
す
る
生
体
本
来
の
機
能
に
よ
り
、
抗
凝
固
作
用
を
発
揮
す

る
。
○
先
天
性
プ
ロ
テ
イ
ン
C
欠
乏
症
に
起
因
す
る
深
部
静
脈
血
栓
症
及
び
急
性
肺
血
栓
塞
栓

症
に
対
す
る
有
効
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
4
/
5
例
及
び
1
/
2
で
あ
っ
た
。
ま
た
電
撃
性
紫
斑
病
の

有
効
性
解
析
対
象
症
例
2
例
と
も
著
明
改
善
で
あ
っ
た
。

○
ウ
イ
ル
ス
の
除
去
・
不
活
化
処
理
を
施
し
て
い
る
。

1
1
患 限
-

1
2
患 限
-

ボ
ト
ッ
ク
ス
注
5
0

区
分

ネ
オ
ス
チ
グ
ミ
ン
メ
チ
ル

硫
酸
塩
2
.0
m
g

ア
ト
ロ
ピ
ン
硫
酸
塩
水
和

物
1
.0
m
g

A
型
ボ
ツ
リ
ヌ
ス

毒
素

5
0
単
位

眼
瞼
痙
攣
、
片
側
顔
面
痙
攣
、
痙
性
斜
頸
、
2

歳
以
上
の
小
児
脳
性
麻
痺
患
者
に
お
け
る
下

肢
痙
縮
に
伴
う
尖
足

①
眼
瞼
痙
攣

初
回
1
.2
5
～
2
.5
単
位
/
部
位
を
、
1
眼
当
た
り
眼
輪
筋
6
部
位
の
筋
肉
内
に
注

射
。
ま
た
、
眼
輪
筋
切
除
術
施
行
後
の
患
者
に
投
与
す
る
場
合
に
は
、
筋
電

計
を
用
い
て
注
意
深
く
目
標
と
す
る
部
位
を
同
定
す
る
こ
と
。
効
果
は
通
常
3

～
4
ヵ
月
間
持
続
す
る
が
、
症
状
再
発
の
場
合
に
は
再
投
与
す
る
。
た
だ
し
、

2
ヵ
月
以
内
の
再
投
与
は
避
け
る
こ
と
。
ま
た
、
再
投
与
は
初
回
投
与
量
の
2

倍
ま
で
の
用
量
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
本
剤
の
薬
理
作
用
で
あ
る
筋
麻

痺
作
用
が
予
想
以
上
に
強
く
発
現
し
た
結
果
と
見
ら
れ
る
閉
瞼
不
全
、
眼
瞼

下
垂
等
の
副
作
用
が
現
れ
た
場
合
に
は
、
再
投
与
時
の
用
量
を
適
宜
減
量
。

ま
た
、
1
ヵ
月
間
に
累
積
で
4
5
単
位
を
超
え
る
投
与
は
避
け
る
こ
と
。

②
片
側
顔
面
痙
攣

以
下
の
用
量
を
痙
攣
筋
に
筋
肉
内
注
射
。
痙
攣
筋
が
複
数
あ
る
場
合
は
、
分

割
し
て
投
与
。

・
初
回
投
与
の
場
合
に
は
合
計
で
1
0
単
位
を
投
与
。

・
初
回
投
与
後
4
週
間
観
察
し
、
効
果
が
不
十
分
な
場
合
に
は
、
さ
ら
に
追
加

で
合
計
2
0
単
位
を
上
限
と
し
て
投
与
可
。

・
症
状
再
発
の
場
合
に
は
、
合
計
で
3
0
単
位
を
上
限
と
し
て
再
投
与
可
。
た
だ

し
、
2
ヵ
月
以
内
の
再
投
与
は
避
け
る
こ
と
。

③
痙
性
斜
頸

以
下
の
用
量
を
緊
張
筋
に
筋
肉
内
注
射
。
緊
張
筋
が
複
数
あ
る
場
合
は
、
分

割
し
て
投
与
。

・
初
回
投
与
の
場
合
に
は
合
計
で
3
0
～
6
0
単
位
を
投
与
。

・
初
回
投
与
後
4
週
間
観
察
し
、
効
果
が
不
十
分
な
場
合
に
は
、
さ
ら
に
追
加

で
合
計
1
8
0
単
位
を
上
限
と
し
て
投
与
可
。

・
症
状
再
発
の
場
合
に
は
、
合
計
で
2
4
0
単
位
を
上
限
と
し
て
再
投
与
可
。
た

だ
し
、
2
ヵ
月
以
内
の
再
投
与
は
避
け
る
こ
と
。

④
2
歳
以
上
の
小
児
脳
性
麻
痺
患
者
に
お
け
る
下
肢
痙
縮
に
伴
う
尖
足

4
単
位
/
kg
を
、
罹
患
し
て
い
る
腓
腹
筋
の
内
側
頭
・
外
側
頭
の
各
々
2
ヵ
所
に

筋
肉
内
注
射
。
両
下
肢
に
投
与
す
る
場
合
は
、
4
単
位
/
kg
を
両
肢
に
分
割
し

て
投
与
。
初
回
投
与
以
後
、
効
果
不
十
分
な
場
合
に
は
ヒ
ラ
メ
筋
、
後
脛
骨
筋

等
へ
投
与
可
。
適
宜
増
減
。
1
回
の
総
投
与
量
は
2
0
0
単
位
を
超
え
な
い
こ

と
、
再
投
与
は
前
回
の
効
果
が
消
失
し
た
場
合
に
可
能
で
あ
る
が
、
3
ヵ
月
以

内
の
再
投
与
は
避
け
る
こ
と
。

○
注
射
し
た
筋
肉
の
神
経
筋
接
合
部
に
お
い
て
、
神
経
筋
伝
達
阻
害
作
用
に
よ
り
筋
肉
を

弛
緩
さ
せ
、
「
眼
瞼
痙
攣
」
、
「
片
側
顔
面
麻
痺
」
、
「
痙
性
斜
頸
」
お
よ
び
「
2
歳
以
上
の
小
児

脳
性
麻
痺
患
者
に
お
け
る
下
肢
痙
縮
に
伴
う
尖
足
」
の
治
療
に
有
用
で
あ
る
。

○
1
回
の
施
中
に
よ
り
、
そ
の
効
果
は
通
常
3
～
4
ヶ
月
持
続
す
る
。

○
神
経
筋
伝
達
阻
害
作
用
は
可
逆
的
で
、
時
間
経
過
と
と
も
に
回
復
す
る
。

注
射
用
ア
ナ
ク

ト
C
2
5
0
0
単
位

乾
燥
濃
縮
人
活

性
化
プ
ロ
テ
イ
ン

C
2
5
0
0
単
位先
天
性
プ
ロ
テ
イ
ン
Ｃ
 欠
乏
症
に
起
因
す
る

次
の
疾
患

①
深
部
静
脈
血
栓
症
、
急
性
肺
血
栓
塞
栓
症

②
電
撃
性
紫
斑
病



商
品
名

一
般
名
規
格

効
能
・
効
果

用
法
用
量

特
記
事
項

切
替
対
象

1
5
科 限

集
中
治
療

室 消
化
器
外

科

サ
ン
グ
ロ
ポ
ー

ル
点
滴
静
注
用

2
.5
g

乾
燥
pH
4
処
理

人
免
疫
グ
ロ
ブ
リ

ン
2
.5
g

①
低
な
ら
び
に
無
ガ
ン
マ
グ
ロ
ブ
リ
ン
血
症

②
 重
症
感
染
症
に
お
い
て
抗
生
物
質
と
の
併

用 ③
 特
発
性
血
小
板
減
少
性
紫
斑
病
（
他
剤
が

無
効
で
、
著
明
な
出
血
傾
向
が
あ
り
、
外
科
的

処
置
又
は
出
産
等
一
時
的
止
血
管
理
を
必
要

と
す
る
場
合
）

本
剤
は
添
付
の
日
局
生
理
食
塩
液
（
5
0
m
L
）
に
溶
解
し
て
点
滴
静
注
す
る
。

①
、
②
低
な
ら
び
に
無
ガ
ン
マ
グ
ロ
ブ
リ
ン
血
症
、
重
症
感
染
症
に
お
い
て
抗

生
物
質
と
の
併
用
に
使
用
す
る
場
合

１
回
2
,5
0
0
～
5
,0
0
0
m
gを
、
小
児
に
対
し
て
は
5
0
～
1
5
0
m
g／
kg
を
投
与
。

適
宜
増
減
。

③
特
発
性
血
小
板
減
少
性
紫
斑
病
に
使
用
す
る
場
合

１
日
2
0
0
～
4
0
0
m
g／
kg
を
投
与
。
な
お
、
５
日
間
使
用
し
て
も
症
状
に
改
善
が

認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
以
降
の
投
与
を
中
止
す
る
こ
と
。

適
宜
増
減
。

○
サ
ン
グ
ロ
ポ
ー
ル
は
ス
イ
ス
赤
十
字
中
央
研
究
所
に
よ
り
開
発
さ
れ
た
人
免
疫
グ
ロ
ブ
リ

ン
製
剤
で
あ
る
。

○
献
血
由
来
の
血
漿
を
原
料
と
し
て
C
o
h
n
の
低
温
エ
タ
ノ
ー
ル
分
画
工
程
に
改
良
(微
量
ペ

プ
シ
ン
加
)p
H
4
処
理
を
付
加
し
、
免
疫
抗
体
活
性
を
損
な
う
こ
と
な
く
精
製
し
た
人
免
疫
グ
ロ

ブ
リ
ン
G
製
剤
で
あ
る
。

○
本
剤
は
化
学
処
理
や
酵
素
処
理
な
ど
の
修
飾
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
Ig
G
の
全

構
造
と
全
機
能
を
有
し
、
天
然
と
ほ
ぼ
同
様
の
サ
ブ
ク
ラ
ス
分
布
を
保
持
す
る
。

1
6
科 限

集
中
治
療

室 血
液
内
科

救
急
救
命

セ
ン
タ
ー

小
児
科

リ
コ
モ
ジ
ュ
リ
ン

点
滴
静
注
用

1
2
8
0
0

ト
ロ
ン
ボ
モ
デ
ュ

リ
ン
ア
ル
フ
ァ
(遺

伝
子
組
換
え
)
1
2
8
0
0
単

汎
発
性
血
管
内
血
液
凝
固
症
（
D
IC
）

１
日
１
回
3
8
0
U
/
kg
を
約
3
0
分
か
け
て
点
滴
静
注
。
適
宜
減
量
。

１
バ
イ
ア
ル
当
り
２
m
L
の
日
局
生
理
食
塩
液
で
溶
解
し
、
こ
の
溶
液
か
ら
患
者

の
体
重
に
あ
わ
せ
て
必
要
量
を
と
り
日
局
生
理
食
塩
液
1
0
0
m
L
に
希
釈
し
、

点
滴
静
注
。

○
世
界
で
初
め
て
の
遺
伝
子
組
換
え
ヒ
ト
ト
ロ
ン
ボ
モ
ジ
ュ
リ
ン
で
あ
り
、
新
し
い
血
液
凝
固

調
節
作
用
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
有
す
る
。

○
1
日
1
回
、
3
0
分
の
点
滴
静
注
投
与
で
効
果
を
発
揮
す
る
。

○
第
3
相
臨
床
試
験
に
お
い
て
、
対
照
薬
と
し
た
ヘ
パ
リ
ン
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
対
し
非
劣
性
が
検

証
さ
れ
た
。

2
0
試 用
脳
神
経
外

科
ギ
ャ
バ
ロ
ン
髄

注
0
.2
%
5
m
L

5
m
L

2
1
試 用
脳
神
経
外

科
ギ
ャ
バ
ロ
ン
髄

注
0
.0
5
%
2
0
m
L

2
0
m
L

2
2
試 用
小
児
科

ノ
ー
ベ
ル
バ
ー

ル
静
注
用

2
5
0
m
g

フ
ェ
ノ
バ
ル
ビ

タ
ー
ル
ナ
ト
リ
ウ

ム
2
5
0
m
g

①
新
生
児
け
い
れ
ん

②
て
ん
か
ん
重
積
状
態

①
新
生
児
け
い
れ
ん

初
回
投
与
：
2
0
m
g/
kg
を
静
脈
内
投
与
。
け
い
れ
ん
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な

い
場
合
は
、
初
回
投
与
量
を
超
え
な
い
範
囲
で
用
量
を
調
節
、
静
脈
内
に
追

加
投
与
。

維
持
投
与
：
2
.5
～
5
m
g/
kg
を
1
日
1
回
静
脈
内
投
与
。

②
て
ん
か
ん
重
積
状
態

1
5
～
2
0
m
g/
kg
を
1
日
1
回
静
脈
内
投
与
。

○
医
療
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
静
注
用
フ
ェ
ノ
バ
ル
ビ
タ
ー
ル
製
剤
で
あ
る
。

○
日
本
で
初
め
て
新
生
児
け
い
れ
ん
に
適
応
を
取
得
し
た
薬
剤
で
あ
る
。

○
小
児
か
ら
成
人
ま
で
の
て
ん
か
ん
重
積
状
態
に
投
与
可
能
で
あ
る
。

○
本
製
剤
に
は
添
加
物
を
一
切
含
ま
な
い
。

○
最
大
電
撃
け
い
れ
ん
及
び
メ
ト
ラ
ゾ
ー
ル
誘
発
け
い
れ
ん
に
対
し
て
抑
制
を
示
す
。

2
3
試 用
眼
科

マ
ク
ジ
ェ
ン
硝

子
体
内
注
射
用

キ
ッ
ト
0
.3
m
g

ペ
ガ
プ
タ
ニ
ブ
ナ

ト
リ
ウ
ム

0
.3
m
g

中
心
窩
下
脈
絡
膜
新
生
血
管
を
伴
う
加
齢
黄

斑
変
性
症

0
.3
m
gを
6
週
ご
と
に
1
回
、
硝
子
体
内
投
与
。

○
日
本
で
初
め
て
の
抗
V
E
G
F
ア
プ
タ
マ
ー
製
剤
で
、
加
齢
黄
斑
変
性
症
の
病
的
血
管
新

生
に
強
く
関
与
し
て
い
る
V
E
G
F
1
6
5
に
高
い
選
択
性
を
示
す
。

○
中
心
窩
下
脈
絡
膜
を
伴
う
A
M
D
患
者
に
お
い
て
視
力
低
下
を
抑
制
し
た
。

○
投
与
(硝
子
体
内
注
射
)は
6
週
間
に
1
回
で
あ
る
。

1
9
試 用
脳
神
経
外

科
ギ
ャ
バ
ロ
ン
髄

注
0
.0
0
5
%
1
m
L

1
m
L

脳
脊
髄
疾
患
に
由
来
す
る
重
度
の
痙
性
麻
痺

(既
存
治
療
で
効
果
不
十
分
な
場
合
に
限
る
)
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
［
効
果
の
確
認
］

本
剤
専
用
の
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
を
植
込
む
前
に
本
剤
の
効
果
を
確
認
す
る
た

め
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
す
る
。
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
は
髄
注

0
.0
0
5
%
(0
.0
5
m
g/
1
m
L
)を
用
い
る
。

1
日
1
回
5
0
μ
g［
髄
注
0
.0
0
5
%
を
1
m
L
(1
管
)］
を
バ
ル
ボ
タ
ー
ジ
法
(ポ
ン
ピ
ン

グ
)に
よ
り
髄
腔
内
投
与
し
、
抗
痙
縮
効
果
を
1
～
8
時
間
後
に
確
認
。
期
待
し

た
効
果
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、
初
回
投
与
か
ら
2
4
時
間
以
降
に
7
5
μ
g［
髄

注
0
.0
0
5
%
を
1
.5
m
L
(1
.5
管
)］
に
増
量
の
上
同
様
に
髄
腔
内
投
与
し
て
1
～
8
時

間
後
に
効
果
を
確
認
。
期
待
し
た
効
果
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、
2
回
目
の
投

与
か
ら
2
4
時
間
以
降
に
1
0
0
μ
g［
髄
注
0
.0
0
5
%
を
2
m
L
(2
管
)］
に
増
量
の
上

同
様
に
髄
腔
内
投
与
し
て
1
～
8
時
間
後
に
効
果
を
確
認
。
1
0
0
μ
gで
も
効
果

が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、
本
剤
の
治
療
対
象
と
は
な
ら
な
い
。

小
児
に
は
1
日
1
回
2
5
μ
g［
髄
注
0
.0
0
5
%
を
0
.5
m
L
(0
.5
管
)］
を
バ
ル
ボ
タ
ー
ジ

法
(ポ
ン
ピ
ン
グ
)に
よ
り
髄
腔
内
投
与
し
、
抗
痙
縮
効
果
を
1
～
8
時
間
後
に
確

認
。
適
宜
増
減
。
初
回
投
与
量
の
上
限
は
5
0
μ
g［
髄
注
0
.0
0
5
%
を
1
m
L
(1

管
)］
。
期
待
し
た
効
果
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、
初
回
投
与
量
が
5
0
μ
g未
満

で
あ
る
場
合
は
5
0
μ
g、
5
0
μ
gで
あ
る
場
合
は
7
5
μ
gに
増
量
の
上
、
髄
腔
内

投
与
し
て
1
～
8
時
間
後
に
効
果
を
確
認
。
期
待
し
た
効
果
が
認
め
ら
れ
な
い

場
合
、
成
人
の
用
法
及
び
用
量
に
準
じ
て
増
量
の
上
、
同
様
に
髄
腔
内
投
与

し
て
1
～
8
時
間
後
に
効
果
を
確
認
。
1
0
0
μ
gで
も
効
果
が
認
め
ら
れ
な
い
場

合
、
本
剤
の
治
療
対
象
と
は
な
ら
な
い
。

バ
ク
ロ
フ
ェ
ン

脳
脊
髄
疾
患
に
由
来
す
る
重
度
の
痙
性
麻
痺

(既
存
治
療
で
効
果
不
十
分
な
場
合
に
限
る
)
適
正
用
量
の
設
定

本
剤
専
用
の
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
植
込
み
後
の
適
正
用
量
の
設
定
に
は
、
髄
注

0
.0
5
%
(1
0
m
g/
2
0
m
L
)又
は
髄
注
0
.2
%
(1
0
m
g/
5
m
L
)を
用
い
る
。
髄
注
0
.2
%
は

0
.0
5
～
0
.2
%
の
範
囲
内
で
日
局
生
理
食
塩
液
に
て
希
釈
し
て
使
用
可
。

①
用
量
設
定
期
(滴
定
期
)［
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
植
込
み
後
6
0
日
ま
で
］

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
い
ず
れ
か
の
用
量
で
期
待
し
た
抗
痙
縮
効
果
が
認
め
ら

れ
た
患
者
に
は
、
そ
の
用
量
を
初
回
1
日
用
量
と
し
、
本
剤
専
用
の
植
込
み
型

ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
を
用
い
2
4
時
間
か
け
て
髄
腔
内
投
与
。

1
日
用
量
が
5
0
～
2
5
0
μ
gと
な
る
範
囲
で
適
宜
増
減
。
用
量
の
調
整
は
1
日
に

1
回
。
1
日
用
量
の
上
限
は
6
0
0
μ
g。

小
児
に
は
1
日
用
量
が
2
5
～
1
5
0
μ
gと
な
る
範
囲
で
患
者
の
症
状
に
応
じ
適

宜
増
減
。
用
量
の
調
整
は
1
日
に
1
回
。
1
日
用
量
の
上
限
は
4
0
0
μ
g。

②
維
持
期
［
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
植
込
み
後
6
1
日
以
降
］

1
日
用
量
と
し
て
5
0
～
2
5
0
μ
g。
適
宜
増
減
。
用
量
の
調
整
は
1
日
に
1
回
。
1

日
用
量
の
上
限
は
6
0
0
μ
g。

1
日
用
量
と
し
て
2
5
～
1
5
0
μ
g。
適
宜
増
減
。
用
量
の
調
整
は
1
日
に
1
回
。
1

日
用
量
の
上
限
は
4
0
0
μ
g。

区
分

○
重
度
痙
性
麻
痺
患
者
〔
脊
髄
損
傷
、
脊
髄
小
脳
変
性
症
、
脊
髄
血
管
障
害
、
後
縦
靱
帯

骨
化
症
、
頚
部
脊
椎
症
、
脳
性
麻
痺
頭
部
外
傷
、
小
児
脳
性
麻
痺
(7
歳
以
上
)〕
に
対
し
て

改
善
効
果
を
示
し
、
そ
の
効
果
は
長
時
間
持
続
し
た
。

○
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
試
験
用
の
0
.0
0
5
%
髄
腔
内
注
射
剤
と
長
期
持
続
投
与
試
験
用
の
0
.0
5
%

髄
腔
内
注
射
剤
お
よ
び
0
.2
%
髄
腔
内
注
射
剤
で
あ
る
。

○
脊
髄
反
射
の
抑
制
作
用
、
運
動
ニ
ュ
ー
ロ
ン
活
性
の
抑
制
作
用
、
実
験
的
固
縮
の
抑
制

作
用
、
筋
電
図
学
的
改
善
作
用
、
鎮
痛
作
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。



商
品
名

一
般
名
規
格

効
能
・
効
果

用
法
用
量

特
記
事
項

切
替
対
象

1
8
試 用
放
射
線
科

マ
グ
ネ
ス
コ
ー

プ
シ
リ
ン
ジ

(2
0
m
L
)

ガ
ド
テ
ル
酸
メ
グ

ル
ミ
ン

2
0
m
L

磁
気
共
鳴
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影
に
お
け

る
下
記
造
影

脳
・
脊
髄
造
影

躯
幹
部
・
四
肢
造
影

0
.2
m
L
/
kg
を
静
脈
内
注
射
。
腎
臓
を
対
象
と
す
る
場
合
は
，
0
.1
m
L
/
kg
を
静

脈
内
注
射
。
0
.2
m
L
/
kg
ま
で
増
量
可
。

○
マ
ク
ロ
環
構
造
で
G
dイ
オ
ン
を
し
っ
か
り
と
キ
レ
ー
ト
す
る
。

○
使
用
性
、
廃
棄
性
に
優
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
シ
リ
ン
ジ
を
使
用
し
て
い
る
。

○
腎
臓
を
対
象
と
す
る
場
合
、
0
.1
～
0
.2
m
L
/
kg
の
静
脈
内
投
与
が
可
能
で
あ
る
。

○
脳
・
脊
髄
造
影
か
ら
躯
幹
部
・
四
肢
造
影
ま
で
の
幅
広
い
効
能
・
効
果
が
あ
る
。

区
分

①
撮
影
の
種
類
：
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影
に
お
け
る
造
影

4
0
～
1
0
0
m
L

肝
臓
領
域
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影
に
お
け
る
造
影
の
場

合
に
は
、
体
重
に
応
じ
て
1
.8
m
L
／
kg
を
静
脈
内
投
与
可
（
最
大
投
与
量
は

1
3
5
m
L
）
。

②
撮
影
の
種
類
：
静
脈
性
尿
路
撮
影

3
0
～
1
0
0
m
L

③
撮
影
の
種
類
：
心
臓
血
管
撮
影
：
心
腔
内
撮
影

2
0
～
5
0
m
L

④
撮
影
の
種
類
：
心
臓
血
管
撮
影
：
冠
状
動
脈
撮
影

3
～
1
0
m
L

⑤
撮
影
の
種
類
：
胸
部
血
管
撮
影

5
～
5
0
m
L

⑥
撮
影
の
種
類
：
腹
部
血
管
撮
影

5
～
6
0
m
L

⑦
撮
影
の
種
類
：
四
肢
血
管
撮
影

1
0
～
8
0
m
L

⑧
撮
影
の
種
類
：
デ
ィ
ジ
タ
ル
Ｘ
線
撮
影
法
に
よ
る
静
脈
性
血
管
撮
影

1
0
～
5
0
m
L

⑨
撮
影
の
種
類
：
デ
ィ
ジ
タ
ル
Ｘ
線
撮
影
法
に
よ
る
動
脈
性
血
管
撮
影

3
～
4
0
m
L

○
低
浸
透
圧
で
あ
る
。

○
低
粘
度
で
あ
る
。

○
詰
め
替
え
の
手
間
が
無
く
簡
便
で
あ
る
。

○
透
明
な
容
器
で
、
内
容
液
が
確
認
し
易
い
。

○
廃
棄
性
を
考
慮
し
た
材
質
を
使
用
し
て
い
る
。

1
7
試 用
放
射
線
科

イ
オ
メ
ロ
ン
3
5
0

シ
リ
ン
ジ
(C
T
・

尿
路
用
)

イ
オ
メ
プ
ロ
ー
ル
1
3
5
m
L

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影
に
お
け
る
造
影
、

静
脈
性
尿
路
撮
影
、
心
臓
血
管
撮
影
、
胸
部

血
管
撮
影
、
腹
部
血
管
撮
影
、
四
肢
血
管
撮

影
、
デ
ィ
ジ
タ
ル
Ｘ
線
撮
影
法
に
よ
る
静
脈
性

血
管
撮
影
、
デ
ィ
ジ
タ
ル
Ｘ
線
撮
影
法
に
よ
る

動
脈
性
血
管
撮
影
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